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議 事 日 程 
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開議 午前９時30分 

 

○議長（永並 啓君） 

  皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は10名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  昨日に引き続き、順次発言を許します。 

  質問者は、質問者席に登壇して質問を行

ってください。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて50

分とします。 

  小寺正人議員を指名いたします。 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  おはようございます。９番の小寺正人で

ございます。 

  今回ですね、通告、一般質問通告の後に

ちょっと衝撃的なニュースが入ってきまし

たので、町長には事前通告しましたので、

これからやりたいと思います。 

○議長（永並 啓君） 

  すいません。暫時休憩します。 

（午前９時30分 休憩） 

（午前９時31分 再開） 

○議長（永並 啓君） 

  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  どうぞ、小寺議員。 

○９番（小寺正人君） 

  ５月28日、南河内地区の２市２町１村の

協議会が立ち上がったというニュースがテ

レビでも放映されましたし、インターネッ

ト上ではＹａｈｏｏ！ニュースなんかにも

出ておりました。将来にわたり住民サービ

スを維持するために、地域全体での取組が

必要との考えから、羽曳野市、大阪狭山市、

太子町、河南町、千早赤阪村の５市町村と

大阪府で協議会を設置し、５月28日に初め

ての会合を開きました、というニュースで

あります。 

  これにつきまして、合併を一応前提とし

た協議会ということになっているようでご

ざいますので、多分、町長のお耳にも入っ

ていると思います。こういう動きがですね、

豊能町にもあるのかないのか、まず、お聞

きしたいと思います。 

○議長（永並 啓君） 

  さすがに合併のことになると通告が全く

ないことなんで、町長自身のお考えで答弁

できるようであればよろしくお願いします。 

  いや、町長御自身の考えぐらいですよね。 

  上浦町長、お願いします。 

○町長（上浦 登君） 

  おはようございます。 

  南河内のほうでですね、そのような取組

をなされるということは承知をしてござい

まして、そこに至るまでの経緯というのは

私も詳細については承知をしておりません

ので、具体的にコメントをするということ

は差し控えたいと思いますが、その南河内

地区でですね、５市町村が協議会を設置さ

れて、地域の住民の方々の向上に向けてで

すね、真摯に取り組んでおられるというこ

とについては敬意を表したいと思います。 

  それからもう一つ、豊能地域でですね、

広域的な取組があるのかというようなこと

でございますが、もちろん合併とかそうい

うことは全く今のところはございませんし、

協議をしたこともございませんので、そこ

はしっかりと押さえさせていただきながら、

ただ、広域的なことを今いろんなことで取

り組んでおりますが、さらなる広域化がで

きないかというふうなことは大阪府の助言

によりましてですね、不定期で２市２町が

集まったりして、担当者レベルで協議は、
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それは以前からなんですけれども、協議を

させていただきながら、一つ一つの事業に

ついてですね、広域にできないかというよ

うなところは以前からしているところでご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  一応、小寺議員にお願いします。町長自

身のお考えとかであれば通告がない場合で

あっても発言を求めることができますけど、

合併問題とかになりますと近隣のこともあ

りますし、しっかりと情報を整理して確認

した上でないと、ここでの答弁がちょっと

難しいかと思いますんで、そこら辺は気を

つけていただけると助かります。 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  それでは、質問、通告どおりに行いたい

と思います。 

  高齢者が認知症などで車を急発進したり、

高速道路を逆走したりして、事故を起こし

ている映像がテレビで何度か放映されてい

ます。道路交通法では、運転免許を更新す

る際に70歳以上の方は高齢者講習を、75歳

以上の方は認知機能検査と高齢者講習を受

講することを義務づけております。 

  運転免許証を自主返納する高齢者も増加

していると聞いております。住民の方から

ですね、返納のために豊能警察署まで行く

のがとても不便だと、郵送するか、もう交

番とか、役場とか、他の警察署で返納手続

をすることはできないかと聞かれることが

ありました。こういうことはできるのでし

ょうか、できないのでしょうか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  おはようございます。お答えいたします。 

  免許返納手続は警察署の管轄になります

ので、豊能警察署へ確認いたしましたとこ

ろ、交番や郵送での手続はできないとのこ

とでございました。豊能警察署での手続が

難しい場合は、公共交通機関でアクセスで

きる池田警察署などでは手続ができるとの

ことでございます。 

○議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  そうするとですね、交通の不便な能勢の

能勢町の地黄ですよね、豊能警察署は交通

の便が非常に不便なわけですよね。１人で

行ったら、今度帰りは運転できないように

なるし、何か方法はないのかなということ

で聞かれたと私は認識したんです。自動車

免許証をですね、更新しなければ、もうそ

れでいいのじゃないのかなと、私自身はそ

う思ってたんですけど、何か自主返納して

いく、警察署まで出ていってですね、自主

返納するだけの何かメリットとかそんなん

があるんですかね。ほっとけばいいという

ことは、私は思うわけなんですけど、それ

じゃ何か都合が悪いことがあるんですか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  免許の返納手続をする必要があるのかど

うかという御質問だと思うんですけど、こ

の件につきましてはですね、豊能警察署に

もちょっと聞いてございません。議員おっ

しゃるとおり、その失効すればですね、そ

のままペナルティがあるとも聞いておりま

せんので、そのままでもいいのかなと思い

ますが、その返納のメリットについてはで

すね、またちょっと機会あれば警察のほう

には確認をさせていただきます。現在のと
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ころ、こちらでは承知してございません。 

○議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  マイナンバーカードにですね、自動車免

許の機能を入れようかという何か動きもあ

るようですから、個人情報の観点から、わ

ざわざ持っていかないと、どうも駄目なの

かなと私の推測ですけどね、何かそういう

気がするので、今、池田警察署に持参して

もいいという話なので、これで大分交通の

便の悪さを解消すると思います。 

  一つは何かね、運転免許経歴証明書、こ

れを発行してほしいという、何かそういう

方がおられて、身分証明書の代わりに免許

証見せてくださいとよく言われますよね、

それの代わりにそれがどうしても欲しいの

かもしれませんけどね。マイナンバーカー

ドでも出したら、顔も写真もついてるもん

ね。あと、特にいや私としたら、もうほっ

とけばいいのかなとも思ったりはするんで

すけど、池田警察署へ行ってもらおうとい

うことで、それで解決してもらいたいと思

います。 

  次に、地域公共交通を担ってる路線バス

がですね、昨年に引き続き本年４月21日か

ら路線の廃止、大幅な減便を実施いたしま

した。 

  今回は特に運転手不足が大きな要因とし

ていますが、バスの減便とか、バスの料金

の値上げというのは、もう当然のことなが

ら乗車されるお客さんの人数の減少を引き

起こすと。そして地域の住民の減少、これ

は人数の減少を誘引する可能性があると。

そして地域住民の減少がまた、さらなるバ

スの減便、バスの料金の値上げを引き起こ

すという負のスパイラルが止まらなくなる。 

  負の連鎖が止まらないということになる

と、地域の衰退、町の衰退を止めようがな

い必然性を帯びているということになると

考えておりますが、町長のお考えはどうで

ございますか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  議員おっしゃいますようにですね、この

交通だけではなしに、例えば医療機関だと

か、それから、生鮮食料品、この公共交通、

医療機関、生鮮食料品この３つがですね、

私たちは行政とはちょっと少し距離があり

ますけれども、まちづくりのですね、根幹

をなすものだと考えております。 

  私たちは今その維持に向けてですね、積

極的にといいますか、とにかく取り組んで

いかなきゃならないと思ってございますが、

このまま無策でいけば、議員のおっしゃい

ますように、負の連鎖が止まらないいうも

のと思ってございます。 

  ただ、本町といたしましてはですね、総

合まちづくり計画に掲げています、将来人

口を何とか１万5,000人をキープするという

ことを目標に、各種施策を今進めてござい

ます。 

  具体にはですね、今50年先を見据えた公

共施設等の再整備、ダウンサイジング化を

はじめ、小中学校の再編、それから地域の

にぎわいづくり、子育て支援、転入促進、

就労支援、起業支援などなど、様々なです

ね施策を展開しており、何とかこの負のス

パイラルにあらがうといいますか、そうな

らないようにですね、今一生懸命、行政の

取組を進めているところでございます。 

  私といたしましては引き続きですね、議

員の皆様方をはじめ、地域住民の皆様方、

さらにはですね、豊能町に関係いただく皆

様方のお力添えもいただきながら、胸を張

って次の世代にバトンタッチできる持続可
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能なまちづくりを今後も進めてまいりたい

と思っておりますので、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  構造的な問題でありますので、これを解

決しないと、この連鎖というのは何か止ま

るんじゃなしに、もっと速いスピードで負

のスパイラルをかけ、もう下に下に行って

しまうような私は感じを持っております。 

  個人的にはね、何か止める手だてはない

か、いろいろ考えてもおりますが、世の中

の技術の進歩が非常に早いので、意外に早

くですね、自動運転バスが走るような時代

が来るのではないかと、自分、私なりにそ

ういうふうに考えています。 

  それまでは、とにかく自分たちの足の路

線バスが撤退することのないように路線バ

スに乗りましょうというキャンペーンを打

つとかね、何か広報に必ず載せるとか、皆

さんの住民に訴えて、住民の賛同を得てで

すね、何とかこの危機を乗り越えるように

できないかと考えますが、どうでございま

しょうか。キャンペーンを打つということ。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  公共交通を乗るキャンペーン、イベント

とか、これにつきましてはですね、阪急バ

スのほうでも、例えば能勢電でもそういう

ことは企画をされております。 

  例えば、今年の３月も、妙見口の駅前の

ほうでですね、能勢電鉄の車両を利用した

子ども向けのイベント等も実施しておりま

す。その中に阪急バスの能勢電も入って、

出し物をしているようなことも、啓発をし

ているということもございますし、町の秋

フェスタですかね、そういうところもです

ね、阪急バスが車両を持ち出して、子ども

へのバスの乗車の体験ですかね、そういう

ことをしておりますので、そういう周知は

各事業所で随時取り組まれておると思いま

す。 

  また、本町のほうでもですね、企画部門

と連携して、そのようなイベント等につき

ましても、できるところは協力していきた

いと思ってございます。 

  そういうことで運転手の確保もですね、

将来つなげればということも期待できると

思いますので、その辺についてはできると

ころは取り組んでいきたいと思ってござい

ます。 

○議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  一旦、歯車が回り出すともう絶対止まら

ないようになりますんで、その前に何とか

住民の協力も仰ぎながら、何とかとどめて

いきたいなと、いってほしいな、こういう

ふうに思っております。 

  次に、空き家の問題ですね。空き家問題

は全国的な問題となってます。全国各地で

何がしか対策を打っているようであります。

本町も、空き家問題に対して補助金などを

出しておりますが、今のままで本当に成果

出ているのかどうか、お聞きしたいと思い

ます。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  おはようございます。それではお答えい

たします。 

  私のほうからは、空き家の除却補助金に

関してのこととしてお答えいたします。 
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  本町のほうで令和５年度より、豊能町住

宅建替え促進事業として、空き家の除去補

助を行っております。この補助金交付事業

を行うことによって、空き家問題の解決の

糸口になればということで進めたものでご

ざいます。 

  今年度に入って３年目に入りますが、初

年度の令和５年度は４件の空き家家屋の除

却申請があり、そのうち３件が新築、もう

既に新築されております。 

  それから、昨年の令和６年度のほうは予

算５件に対して、１件申請の取下げがあり

ましたが、最終４件の申請がありまして、

その４件全てが新築に向けて今現在動いて

おるということで、成果が上がっているの

ではないかと考えております。 

  今年度の令和７年度も、４月14日から申

請の受付を開始しておるんですが、もう既

に３件の申請が出ておるというところです。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  私のほうから空き家のこの流通促進とい

うところで、補助金を出してございます。

空き家バンクのマッチング等に対する補助

金といたしましては、令和６年度の実績が

20件ほどございました。その中で契約成立

までなったものとして賃貸が１件、売買が

２件ございます。 

  あとですね、契約成立には至りませんで

したが引き合わせというんですか、そのマ

ッチングを御紹介をした件が17件ございま

した。これについてはですね、また今後も

し成立すれば実績出てくるかと思いますが、

そういう状況でございます。 

  あと、家財道具の処分補助金もございま

して、これ令和６年度の実績が１件ござい

ました。 

  あと、空き家のリフォーム補助金もござ

いますので、この補助金につきましては令

和６年度の実績はございませんでした。令

和７年度につきましては１件申請中でござ

いますので、そのような状況でありますの

で、一定、これらの取組の成果が出ている

という認識はしてございます。 

○議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  本町にはですね、空き家問題に特化して

取り組んでおられるＮＰＯ法人が存在して

います。チラシも出してですね、どう書い

てあるかというと、ＮＰＯのメンバーは行

政書士や司法書士、税理士、宅建士、弁護

士などの国家資格者がメンバーの中におっ

てですね、あちこちで数多くのセミナーを

開催していると、豊能町でも開催しておら

れるようでございます。 

  このＮＰＯは国等から空き家活動が認め

られて、豊中市からは２回ですかね、１年

に１回として、２年をやったということで

すね。国土交通省から３回空き家活動助成

金の交付を受けておられます。助成金を受

けているわけですから、活動報告書も提出

しているということを聞いております。 

  毎月１回開催されているセミナーの内容

がチラシの中に書かれてるんですけど、そ

れを列記してみるとですね、遺言とエンデ

ィングシートを活用した終活、これを行政

書士の人が担当していると。 

  高齢者に知ってもらいたい税金の話、税

理士が講師として担当してる。誰も知らな

いお墓じまいの注意点、これは行政書士の

人が担当してると、講師としてね、担当し

ておられると。空き家に住みつく害獣につ

いて、これも行政書士の方が担当している。

空き家という負の不動産の善後策について、
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これは宅建士の方が講師となってセミナー

を担当しておられると。たくさんの相談事

例から相続の困り事を説明しますと、これ

は司法書士の方が来られて説明しておられ

ると。 

  なかなか、今まで、何ていうんですか、

空き家問題に、これ関係あるのかなという

ようなアプローチをされていると。それで

結果どうなのかというと、メールの中にそ

の写真、やってる写真の風景とか送ってこ

られるので、見たら結構な方が参加してお

られるようです。 

  豊能町の空き家問題にもね、このような

この専門家の知恵を拝借していこうという

積極的に検討してみるというようなお考え

はありますかね。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  本町におきましては、昨年の９月26日、

西公民館の大会議室におきまして、特定非

営利法人に人・家・街安全支援機構が主催

でしておりまして、豊能町が共催というこ

とで、国土交通省の近畿地方整備局、大阪

府が後援となりまして「人生100年時代、住

まいの終活」とのタイトルで講演会と相談

会を行っております。 

 当日は５組の方が御参加いただき、終活に

ついての講演を行い、町からは、空き家が

引き起こす問題、空き家の各種補助金の説

明を行い、その後、個別の相談会を実施い

たしました。 

  参加していただいた方からは、一人暮ら

しのため今後を考えるきっかけになった。

早めの対処の必要性を感じた。中身の濃い

内容で大変勉強になった。高齢者の多い地

区でもあるので、多くの人に聞いてほしか

ったなどの感想をいただいてございます。 

  今年度におきましては、ＮＰＯ法人豊能

町ふるさとおこし協議会と、とよのていね

いさんとの共催で、今後、空き家バンクの

登録物件の増加や、関係人口の創出を見込

んでですね、移住者、移住希望者、地元住

民がそれぞれの立場で思いを共有するトー

ク型のイベントのようなものをですね、実

施していきたいと考えてございます。 

  今後におきましても、ＮＰＯ法人豊能町

ふるさとおこし協議会や関係団体の協力を

得ながら、空き家対策に取り組んでまいり

たいと考えております。 

○議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  今、私が取り上げてるＮＰＯの方はです

ね、空き家と空き家問題は、もう分けて考

えんとあかんと、そういう意見を何か我々

に話しかけてこられ、どういう意味なのか

ちょっと私なりに考えてみたら、その不動

産の所有権、これから考えてみると不動産

の所有権というのは使用、使ういうことで

したね、収益、もうけるというかね、利用

しながらもうけ、それから処分、もう売却

すると、この３つの所有権の問題があって

ですね、使用については適切に管理しなさ

いと。管理してない空き家があると、それ

は特定空家という問題、それから、それか

ら派生して、最近は管理不全空家とこうい

う問題になんかなってきていると、法的に

ね、そうなってきてると。 

  特定空家というのは、そのまま放置すれ

ば倒壊など著しく、保安上危険となるおそ

れのある状態、そのまま放置すれば著しく

衛生上有害となるおそれのある状態、それ

から、適切な管理が行われないことにより

著しく景観を損なってる状態、その周辺の

生活環境の保全を図るために放置すること

が不適切である状態、こういう状態にある
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家を特定空家と指定してですね、これに対

して助言をすることができるようになって

るんですよね。それを言うことを、何ぼ指

導しても言うことを聞かないということに

なると固定資産税の減免措置を受けられな

いと、そういうようなことになるというこ

とで、かなり効果があるのではないかと思

われます。 

  その前にですね、特定空家になる前の状

態であっても、管理不全空家と認定してで

すね、認定して、それ町長ですよね、町長

や市長が認定すればね、指導、勧告の対象

となりますと。 

  特定空家に認定された後、行政による助

言、指導を受けながら、改善されない場合

は勧告を出すことができる。固定資産税の

減免措置が受けられなくなると、管理不全

空家であっても、勧告を受けた敷地に係る

固定資産税の減免措置の適用を受けること

はできなくなると。割と罰則じゃないんだ

けど、特例を剥奪しますよと、そういう何

か、法がそういうふうになってきたという

ことで、かなりこういう家を放置する人た

ちに有効な手だてがあるのではないかと思

われますが、本町ではこういうことをやっ

たことはあるでしょうか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  私のほうから、空き家の管理に関しての

内容ということでお答えいたします。 

  議員のほうからありましたとおり、特定

空家になる前の管理不全空家については、

豊能町の空家等対策計画に基づいて現在取

り組んでいるところです。 

  併せまして、ＮＰＯ法人とも連携して取

り組んだことも昨年度はございまして、今

後も当面はですね、この空家等対策計画に

基づいて、この所有者に対して指導、勧告

を行っていきたいと考えております。減免

の剥奪といいますか、その特例をできなく

したというようなケースは今のところまだ

ありません。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  私のほうからは、固定資産税の町外の方

ですかね、通知を、固定資産税通知を送る

際にですね、空き家の放置をしていません

かというチラシを送付して送ってございま

す。 

  その中で、先ほど議員が御指摘をされて

いる自治体からの指導、勧告が行われると

固定資産税が増える可能性、これは減免が

なくなるというような周知もしてございま

す。 

  なので、そういうことも踏まえてですね、

こちらとしては空き家を流通に持っていき

たいと、そのような形も意図しているとこ

ろでございますが、そういう周知も行って

いるところでございます。 

○議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  要するに指導、勧告をしてですよ、放置

しているという、要するに言うことを聞か

ないという場合には、町長の権限で、固定

資産税の軽減措置を取る、剥奪すると、そ

ういうことができるということですかね。

町税ですもん、固定資産税はね。 

○議長（永並 啓君） 

  すみません。暫時休憩します。 

（午前10時04分 休憩） 

（午前10時06分 再開） 
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○議長（永並 啓君） 

  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  空き家を放置すれば特定空家となるとい

うことでございますので、管理不全空家と

認定、これは認定は町がする手続でござい

ますが、それが認定すればですね、先ほど

の固定資産税の軽減措置がなくなると、こ

ういう手順になろうかという認識でござい

ます。 

  きっちりと手順はですね、ちょっと勉強、

調べないと分からないんですが、流れとし

てはまずは管理不全空家の認定行為、これ

がもう大前提、それを受けてですね、これ

は担当部局にそれが連絡が行って、それで

特定、その特例措置が軽減がなくなると。

これは多分本人というか、納税者にも当然

通知というか、勧告といいますか、それが

当然あった上での処理やと思いますけど、

手続的にはそういう流れになるんかなと、

そういうことを考えてございます。 

○議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  取りあえず、罰則じゃないんですよねこ

れ、罰則やなしに固定資産税を軽減措置を

受けてるのが受けられなくなりますよと、

罰金と同じ効果を表すとは思います。積極

的にそれを使ってですね、宅地の何ていう

か、管理を徹底してもらうというのを、や

ったらですね、空き地って、空き地いうか、

空き家そのものをどうにか本人たちがです

ね、所有権持ってる人たちがどうにかしな

いといけないという動機づけになると思う

ので、ちょっと強引かも分からないけど、

やっていこうという、告知とか何か、やり

はったほうが僕はいいのではないかと個人

的には思います。 

  次に行きます。 

  公共施設の再編という問題があります。

基本的に人口減少化社会がやってきたので、

人口減少に合わせてですね、公共施設の数

やとか、公共施設の規模を人口に合わせた

ものにしていこうという考え方と、これは

もう考え方として正しいと私は思います。 

  特に本町におきましてはですね、ユーベ

ルホールの維持、これがですね、町にとっ

ては、もうすごい重たい問題だと僕自身も

みんな多分ほとんどの人は思ってると思い

ます。 

  町の人口規模、財政負担などからしてね、

考慮したら、ちょっと分不相応な施設をつ

くってしまったのではないかと、私自身は

私の考えですけども思いますわ。 

  今後も本当にこれを維持しないといけな

いのか、そういう施設なのか、これを問い

直す時期にもう来てると。もう前から来て

ると思いますけど、住民の理解を得ること

が前提となるので、思い切ってですね、住

民に問いかけてみてはどうかと思いますが、

どうでしょうか、決断できますかね。これ

はこうしますということを。 

  前回は小川教育長のときに、なんか5,000

通ぐらいの何か残してほしいという請願か

な、ありまして、あれでばたっと止まって

しまいましたよね。あれ以来、もう何も進

んでいないように思いますけど、もう１回

ちょっと住民にですね、問いかけてみたら

どうかという意見ですけど、どうでしょう。 

○議長（永並 啓君） 

  一応請願ではなくて、署名ですね、当時

の。 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 
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  おはようございます。 

  今、本町におきましては公共施設全体を

どう考えるかということで、西地区におい

ても東地区においても、公共施設の再編に

ついて議論をしております。 

  ユーベルホールの今後につきましても、

西地区の公共施設再編の中で議論をしてい

るところでございます。これについては、

公共施設全体をどう考えるかということで、

現在住民の皆様も交えて御意見をいただい

ているところでございます。全体計画を策

定した時点で、その計画の方針に従い、ユ

ーベルホールの取扱いにつきましては、住

民の皆様にも丁寧に説明していきたいと考

えています。 

○議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  丁寧に説明していると、要するに廃止し

ますよと一度やった場合ありますやん、そ

したら相当反発する勢力があってできなか

ったと。それに対して、もうそれでは町が

やっていけないということを住民にね、も

っと知らせる必要があるのではないかとい

う話をしてるんですけど、どうですか、そ

れは。それは必要がある、ないですか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  先ほども申し上げましたように、町全体

で公共施設の再編というのを今進めており

ます。 

  ユーベルホールというのは、その西地区

の再編に関わる施設の一つとして、その対

象に上っておりまして、その複合施設をつ

くる際に、そのユーベルホールの機能をど

うするか、どんなことが求められているか

ということを今現在、住民の皆様を交えて

議論を進めているというふうにお聞きして

おります。 

  計画が決まった際には、そういった計画

の決まった経過も含めて、住民の皆様に丁

寧に説明をしていけたらというふうに思っ

ております。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

  おはようございます 

  ユーベルホールのことにつきましては先

ほど仙波部長が申しましたとおり、公共施

設再編の計画の中に入っております。これ

につきましては、ユーベルホールを今現在

の形ではなくてですね、違う形で再編して

いくということで、その計画を今現在住民

の方とお話ししているところでございます。 

  それについては、一定住民の皆様にもう

既にそのお話は町政懇談会等、それから広

報等でも周知しているところでありますの

で、そのことについてはある程度皆さん御

存じいただいてるのではないかなというふ

うに考えておりまして、今後もその計画に

基づいて、なくすという、ホール自体をな

くすということはなく、縮小に向けて今現

在検討しているということで御理解いただ

けたらと思います。 

○議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  ユーベルホールを縮小していくと、機能

を縮小して、規模を縮小していくと、そう

いう考えで今進んでいると、そういうこと

ですね。分かりました。 

  それでは、西地区の公私連携幼保連携型

民営の認定こども園の設置に関する基本方

針が出されました。あくまで民営ね、公設

じゃなしに、民営で民がつくる、民民の認
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定こども園ということですから、民の私立

の施設ですよね。 

  そうするとやっぱり特色がどうしても要

りますよね、私立のね。基本計画方針を読

んでおりましたら、課外活動、個性を伸ば

すプログラム、これが公営では、なかなか

できなかったんですよね。ないですよね、

今ね、こういうことはね、やっておりませ

んよね。絵画とか、絵画教室かな、音楽教

室とか、体育教室とか、学習こういうこと

に取り組んでいこうという、そういうこと

を今、基本方針に書かれております。 

  公設でもね、私、奈義町に意見交換行き

まして、見せていただいたんですけど、こ

ども園、新しくつくって、何か特色を出さ

なあかん。何かＡＬＴ、英語ですよね。英

語教師を常時配置して英語教育に取り組ん

でるという事例があります。 

  これがとても住民に好評だそうです。何

でそれが分かるかというとね、行くとです

ね、子どもたちがまねしするでしょ、先生

の、それがもう日本人の英語と違うやっぱ

り発音やっぱりすると。だからもう若いと

きからその言葉の学習いうのは始めたほう

がいいのではないかというあれを私は感じ

てるんです。ぜひともね、この特色、何に

特色を置くか、いろいろ考えていかないと

いけないけど、語学はいい取組やと私は思

いますけど、どう考えておられますかね。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  現在、豊能町立、公立の幼稚園、保育所、

認定こども園におきましても、自然と科学

を中心にということで、例えば西地区では、

豊能町の初谷川であるとか、東のほうでは

例えば戸知山に行ったりとか、そういう自

然の中で何かを発見して子どもたちが自ら

発見したことについて、科学として追求し

ていく、そういった取組をしております。 

  豊能町立、今度民営化というところにな

るんですけれども、議員おっしゃるとおり

奈義町のほうでは、公立の認定こども園を

整備する際にＡＬＴの方を、町として雇用

されまして、英語教育に力を入れてるとい

うふうにお聞きをしております。 

  今回、民間の、ごめんなさい、公私連携

幼保連携型ということで、基本的に民営化

という形で認定こども園の整備を考えてお

りますが、その中では私どもからは、今の

保育を継承した形で一定求める、その上で、

例えば先ほど議員がおっしゃった英語教育

であるとか、ほかに民間のそういう力で特

色のある教育ができるのならば、それを御

提案いただきまして、最終的にこの運営法

人の選定委員会の中で、どの案がいいのか

というところで選定をしていきたいという

ふうに考えております。 

○議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  運営に関しては、民の主体性を生かすと

いうのが、あれなんじゃないですか、町が

口出す話じゃないのではないかと思うんで

すけど、それはどうなんですかね。民がこ

うしますといったら、それを受けるしかな

いんじゃないですか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  基本的には民間の運営法人になりますの

で、民間の運営ということになりますが、

公私連携という形で協定を結ぶ方向で考え

ておりますので、そこについては、運営法

人と、町と保護者の方、話し合って、どう

いう方針でいくかというところは、全員で
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話し合って決めていきたいというふうに考

えております。 

○議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  運営に町が口を出す、出せるんですか、

出していくという、ずっと出していくんで

すか、これから。 

○議長（永並 啓君） 

  小寺議員、このお話はずっとこれまで説

明されておりますけど、保幼小中一貫教育

というものを守りながら運営主体を探すと

いうことなので。 

○９番（小寺正人君） 

  基本的なね、考えをこうやりたいと、だ

けど、具体的なことは民が決めたらいいん

じゃないかなと思うけど、あかんのですか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  議員おっしゃられたように、例えば基本

的にこう進めていくとか、どういう運営を

進めていくというところについては、先ほ

ど申し上げましたように公私連携という形

で三者で協議していきたいと考えておりま

す。 

  それ以外に、例えば議員がおっしゃるよ

うに英語教育をしたいとか、そういうとこ

ろにつきまして、いわゆる具体的に何をど

うするという、そういう教育内容とこれに

つきましては、この基本的なところプラス

でどういうことができるという提案を求め

た上で、最終運営法人の選定の材料にして

いきたいというふうに考えております。 

○議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  以上で、私の質問は終わりにします。あ

りがとうございました。 

○議長（永並 啓君） 

  以上で、小寺正人議員の一般質問を終わ

ります。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午前10時35分といたします。 

（午前10時23分 休憩） 

（午前10時35分 再開） 

○議長（永並 啓君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、管野英美子議員を指名いたします。 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  皆様おはようございます。６番・無所属

の管野英美子でございます。 

  議長の御指名をいただきましたので、一

般質問をさせていただきます。 

  今回と、あと１回で私たちの議員の任期

が終わります。あと１回なんで今日、しっ

かりと答弁いただきたいと思います。 

  それでは、３月の一般質問での答弁につ

いて再度お尋ねします。 

  町歌についてです。 

  令和４年３月議会で池田議員の町歌のこ

とを森田教育長は、とよの未来科の中で取

組を進めてまいりますと答弁されています。

これが学校現場に届いていませんでした。

私が３月議会の報告、管野英美子通信46号

の２ページに大きく町歌を取り上げたんで

す。 

  住民の皆さんは町歌ってあんねんなって、

住民の方も知らないですが、学校現場で取

り組むと教育長がおっしゃったんです。学

校現場には届いていません。どうなってい

るのか、板倉教育長にお答えいただきたい

と思います。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育長。 
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○教育長（板倉 忠君） 

  おはようございます。 

  その事実につきましては認識しておりま

す。学校長・校長会などでは、そういう議

員の皆さんからの御意見があるというのは

周知をしているところで、学校の多分現場

といったら先生方とか、そういうところど

こまで行き渡ってるねんという話やと思う

んですけども、基本的には教育委員会とい

うのは学校の教育課程の内容のどこまで教

える、何を教えるというのは、国の法律、

学習指導要領に決まっておりますので、そ

こに対して違うことを言うわけにはいきま

せん。ただ学校の校長先生が教育課程とい

うのは学校の判断でつくっていきますので、

そこに対してはそういう御意見なんかはお

伝えしていけたらなと。 

  また、私個人的に思いますのは、やっぱ

り豊能町の子どもが、豊能町に誇りを持っ

て、自分にも誇りを持って、自分の自己肯

定感であるとか、そういうとこ自分の立ち

位置をしっかりと自分の中で育てていただ

いて、社会に出ていってほしいなと思って

おります。 

  そういう考えの中でいくと、豊能町に、

その豊能町という歌が、この豊能町ができ

たときにできましたので、そういうのがあ

るというのは知っておくのは、とても大事

なことやなと思います。そこで教えるとか、

教えないではなくて、子どもたちが豊能町

にそういう歌があるんだというのは知って

ほしいなというふうに私は思っております

ので、またそれ届いてないということでし

たら、そういう歌があるんだよということ

は学校でやっぱりね、子どもたちに教えて

ほしいな、内容を教えるんじゃなくてそう

いうのがあるというのを教えてほしいなと

いうふうには思っております。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  はたちのつどいの主催は教育委員会だと

思うんですね、歌うときに知らない歌を歌

わされるというか、聞かされる、笑いが起

こったりします。私は怒られました。放課

後教室たまり場クラブでやったらよかった

やんって、田井さんって亡くなった教育委

員さんに歌唱指導してもらったことがある

んです、童謡をしっかり歌いましょうとか

いって。そういう中で取り組めたんじゃな

いかというのは子どもたちから聞きました。 

  はたちのつどいはもう聞いとれというこ

とでいいんですね。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  はたちのつどいにおきましては、国歌斉

唱の後に今豊能町歌を演奏して斉唱を行っ

ております。 

  今現在、確かに小学校から中学校まで町

歌については教えておりませんので、子ど

もたち多分知らないというのが現実かと思

います。できれば斉唱していただけたらと

いうところですが、今現在は子どもたちも

聞いているというのが実情ではないかとい

うふうに思っております。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  何だか、具体的に取り組んでいただけな

いようなんで、毎年笑いを取ってください。 

  では、防災行政無線で「ふるさと」の代

わりに流してはどうかという問いについて、

６月に答弁をと言っていただいています。

この件はどうですか。 

○議長（永並 啓君） 
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  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  防災行政無線による町歌の放送は、住民

の定着意識やふるさと意識の高揚に効果が

あるとは考えておりますが、現在、毎日午

後５時に定時試験メロディー「ふるさと」

を放送しております。この「ふるさと」は

防災行政無線が設置される20年近く前から

午後５時に放送しており、住民の皆様にも

かなり定着しているものと考えております

ので、現時点では防災行政無線による町歌

の放送は予定してございません。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  どう検討したかということを伺っている

んです。音源はあります、おととえ座が歌

えます。歌なくても、バイオリンとビオラ

があります。どう検討されましたか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えしいたします。 

  庁内でも、会議でも議論をいたしました。

この町歌につきましては住民の町民意識の

高揚を図るというのが第一かなと思ってご

ざいます。 

  今、はたちのつどい、あるいは敬老会で

町歌を御披露しておりますが、ほかにもそ

ういう式典等々でですね、歌えないかと、

披露できないかということは検討しており

ますが、現時点では、まだ検討段階でござ

いますので、またそういう場面にふさわし

いところがあればですね、御披露していき

たいと思ってございます。 

  今回、住民への周知に向けてですね、広

報誌に掲載をしていきたいと思っておりま

す。毎回の掲載ではちょっとそこは考えて

おりませんが、近々ですね、広報誌に町歌

があるということは、住民の方々に周知し

ていきたいとこのように考えてございます。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  ぜひホームページ開いたら、町歌が鳴る

ぐらいのことをやってほしいと思います。 

  昨日、池田議員の質問の中で両備バスの

ＹｏｕＴｕｂｅを見せていただきました。

感動しました。ＹｏｕＴｕｂｅで町歌を歌

いましょうよと思います。ぜひ取り組んで

いただきたいです。 

  それともう１点、オオサカンとの協定10

周年記念で「大地に咲く花を讃えて」とい

う曲があります、御存じでしょうか。その

３分ぐらいのところと、６分ぐらいのとこ

ろで、最初のフレーズ２小節ぐらい長い歴

史のというところ、あそこのフレーズが入

っているのは御存じでしょうか。多分知ら

ないと思うんです。ぼうっと聞いてたら分

からないんで。 

  他人がって言ったら失礼ですけども、そ

ういう思いを持って曲を作っていただいて

るということも重く受け止めていただきた

いと思います。ぜひＹｏｕＴｕｂｅでもや

っていただきたいなと思います。これは要

望しておきます。 

  続いて、２番目の留守家庭児童育成室に

ついてです。 

  今、東ときわ台と東能勢の補助支援員を

募集していますね、夏休みに向けてでしょ

うか。夏休みは長時間の預かりとなります。

日頃あまり利用しなくても、夏休みのため

に申請している人も多くいるということで

す。支援員さんは毎日でも来てほしい、僅

かな時間でもほっとできる時間が欲しいと

おっしゃっています。 
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  そして、私は学校支援と、あと西公民館

の生涯学習課で、こういう折り紙、これは

トトロなんです。それとこれ、コルクの工

作なんです。こういうのは本当に簡単にで

きるから、いつでも来ていただける地域の

方っていらっしゃると思うんですね、今ど

のように考えておられますか。夏休みはも

うすぐそこまで来ています。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  今現在、留守家庭児童育成室におきまし

ては、地域の学校コーディネーターの方と

御協力を得まして、例えばわくわくの事業

に参加したいであるとかという形で進めて

おるところでございます。 

  一方で、先ほど議員がおっしゃったよう

に、社会教育団体の方であるとか、例えば

学校にも学校活動に御協力をいただいてい

るという形でサポーターの方がたくさんい

らっしゃいます。 

  現在、その方々については地域の中でと

か、学校活動の中でたくさん御協力をいた

だいているところではございますが、留守

家庭児童育成室についても、子どもたちが

より楽しい時間を過ごせるように、また支

援員の方についても少しでも負担が和らげ

るようであれば、そういったことについて

も考えていきたいと思います。 

  これについては、また育成室の支援員と

ともに教育委員会としてもちょっと考えて

いかなければならないというふうに考えて

おります。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  学校現場はあんまり関わりたくないよう

に見受けられます。義務教育課です。そし

て、留守家庭児童育成室はこども育成課で、

西公民館で活動している人は生涯学習課で

す。こども未来部でもう少し話し合ってい

ただきたいなと思うんです。 

  なぜなら、支援員はもう辞めてしまいそ

うなんです。おばはんとか、おばはんやけ

ど、おばはんとかね、ちょっと肩ぽんと叩

いたら、叩いた教育委員会に言うぞとかっ

て、子どもたちから脅かされたりもしてい

るんで、ぜひ助けてあげてほしい。 

  今度、令和８年４月から100人ぐらいの子

どもさんを預かるということを聞いていま

すけれど、支援員が辞めていくということ

を私は聞いています。 

  特に新光風台の人は、わざわざあそこま

で行って子どもを見ることないやろとかっ

て言われてるんで、支援員を大切にしてい

ただきたいと思います。 

  次の質問に行きます。質問、いいです答

弁は。 

  次の質問に行きます。 

  交通施策です。阪急バスの大幅な減便と

廃止、昨日も才脇議員、高尾議員、中川議

員が質問されていましたが、特に朝の希望

ケ丘から箕面萱野行きのバスの混雑を心配

しています。 

  今週の月曜日、光風台小学校の運動会の

代休で時間がありましたので、希望ケ丘４

丁目、３丁目、２丁目のバス停を回ってみ

ました。４丁目は20名ほど、長く列をつく

っておられました。３丁目は５名、２丁目

は７名、浅田で１名、余野で４名、約40名

ほど乗っていらっしゃいました。 

  以前いただいた数字は４月21日から25日

までで平均54名です。私はたった１回見に

行っただけですが、54という数字より少な

かったです。月曜日ということもあって高

校も何かの行事があって、代休があるのか、

また６時台のバスに乗られたのか、家族が
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どこかまで送って行かれたのか分かりませ

んが、このままだと転入や人口増も難しい

のかなと思いました。 

  以前、森田教育長は、能勢や箕面で学校

一つにしてきたのに、豊能町では一つでは

駄目なんですかという問いに、町長部局が

子どもの数を増やす施策をしてくれると信

じておられました。このままだと小中学校

の存続も危ぶまれるのではないかと心配し

ています。 

  阪急バスもこの54という数字は認識され

ていると伺いました。１か月たって何人乗

っているのか調査されているのでしょうか。

阪急バスは何か対応いただけないのでしょ

うか。今どのような状況ですか、お答えく

ださい。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  この４月21日の阪急バスのダイヤ改正に

よりまして、北大阪ネオポリス線の朝の便

につきましては、議員の御指摘のとおり減

便になった便の前後の便に振り替え利用さ

れていると考えてございます。すみません、

前ですね。 

  それでですね、ハニタスの、この件につ

きましてはですね、その後の調査というの

は報告は今受けておりませんが、承知して

おりませんが、ほぼ同じような状況が先ほ

どの管野議員のお話ですと、まだたくさん

の方が乗られてる状況は続いているのかな

と思ってございます。このことについては

ですね、また今後、バス事業者等々の協議

も踏まえてですね、どのようなことができ

るのかということを検討していきたいと思

います。 

  先日からの一般質問でもデマンドタクシ

ーの増便とかができないのかというような

御質問いただいておりますが、運転手がや

っぱり基本的に不足しているのが主な要因

と考えてございますので、今回の予算にも

ですね、その辺の対策の予算を上げさせて

いただいておりますが、その運転手の確保

についてはですね、またそこも京都タクシ

ー等々の事業者と協議を図りながらですね、

どのような対策を講じていけるのかという

のを検討していきたいというふうに考えて

ございます。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  では、今は今予算に上がっている運転手

確保のための予算、それぐらいしかやって

いないということですか。 

  私、事前にね、早急に対策としてデマン

ドタクシーを朝早い便をつくってください

ましたよね、それはとても評価しているん

ですけれども、そのことを聞かせていただ

けますか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。すみません。 

  今回の４月21日の阪急バスのダイヤ改正

からですね、早急に取れる対策が何かでき

ないのかということで、これは先日の回答

でもさせていただいたんですが、阪急バス

に接続できるデマンドタクシーのダイヤ改

正はさせていただきました。これはなぜす

ぐできたのかというと、地域公共交通会議

に諮らずに、でき得る対策ということで取

ったものでございます。 

  後ですね、対策によりましては地域公共

交通会議を諮らないといけないというもの

も、場合によって出てこようかなと思って
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おりますが、そうなりますと時間がかかり

ますので、当面といいますか、そういう形

の対策を取れるところは取っていると。あ

とにつきましてはですね、やはり交通事業

者との話合いも必要かなと考えてございま

すので、その中で、運行面とか、費用面の

話もございますので、その辺りはですね、

もう少し意見等々を聞きながら、どのよう

なことが対策として講じていけるのか検討

していきたいと思ってます。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  では、次の②の問題です。 

  今、ハニタスはどうなっているのか、箕

面森町に止まっています。ハニタスの運行

結果は昨日の才脇議員の答弁の中で、１日

中17.7人、２回目の実証実験が26人ですか

ら、国に金を返せと言われないためにＫＰ

Ｉの測定、検証だけの１か月だったんです

ね。私、反対していて、ちょっとよかった

かなと思いました。 

  今後どのように走らせるのかという質問

ですが、その前に昨日の高尾議員の質問の

中で、運転手不足との答弁がありました。

そもそも運転手不足の中で、このスマート

シティ事業のモビリティ事業を進めた。実

証実験の後、本気で走らせようとしたのか、

とても疑問に思うわけです。この運行シス

テムが使えるかどうかのチェックをしたの

か、それしか思えないのです。 

  今後ＡＩスマホを使って、ハニタスを呼

ぶのか、それをどのようにお考えですか。

もう４月、５月で２か月たっています。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  ＡＩオンデマンドのハニタスの今後の利

用についての御質問だと思います。ＡＩオ

ンデマンドのハニタスの利用につきまして

はですね、これも先日からの一般質問に答

えておりますが、ＡＩオンデマンドの交通

システムを利用しての運行に関しては、シ

ステムの運行経費などランニングコストが

高額であることからですね、費用対効果の

面からも難しいと考えてございます。 

  そのほかの活用につきましてはですね、

先ほどから申し上げました運転手の確保を

踏まえてどのような活用ができるのか、Ａ

Ｉオンデマンドバス以外の活用方法も含め

てですね、そういう交通事業者の協議を図

りながら、そのほかでの利用も含めてです

ね、活用を考えていきたいと思っておりま

すが、現在のところ、先日の３月の実証運

行の検証結果、ＫＰＩとかまとめましてで

すね、また今後の方針を決めていきたいと

思っておりますので、その際にはですね、

一定の方向性を出していきたいと思ってご

ざいます。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  では、この件は９日のスマートシティ特

別委員会でもう少し深掘りして質問させて

いただきます。 

  次の（３）の学校の統合についてです。 

  学校の統合で、確実に学校の先生方も減

りますね。管理職もそうです。先生方の人

事のことは府が対応できていると思います

が、町で雇用している支援員さん、用務員

さん、図書館司書さんなど、図書館司書さ

んもう既に辞めて、さっさと正職について

はる人もいるんですけども、この人事はど

うなるのでしょう。現在、会計年度任用職

員の方には意向調査をされていると漏れ伺

っていますが、どのような状況ですか。 
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○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  公立小中学校で任用しております会計年

度任用職員の方につきましては、令和８年

４月に現在の４小２中から東西に義務教育

学校を各校１校開校することから、統合に

よりまして、やはり人数の調整を行わなけ

ればいけないというふうに考えています。 

  具体的に、職種をどうするか、定数をど

うするかということについては現在検討し

ているところですが、議員おっしゃられた

とおり、今現在職員の皆さんの御意向を把

握するために、例年より少し早いんですけ

れども、意向調査を実施しております。 

  今までに長年にわたって学校運営に携わ

っていただいた方が非常に多く、職員の

方々については、できる限り御意向に沿っ

た形で任用を考えていきたいと考えておる

ところなんですが、施設の再編を行う以上

は、やはり全ての方が本人の意向どおりに

働き続けるということは難しいのかな、と

いうふうには現在考えておるところでござ

います。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  これは豊能町の問題ではないんですけれ

ど、町の雇用ではないですけれど、給食調

理員の方です。委託業者さんのお話ですが、

確実に雇用は減りますね。それなら今辞め

てという恐ろしいことも言いかけてはりま

す。皆さん食に関してとても熱心で、調理

をすることも好きな方々とお見受けします。 

  それで、例えば、留守家庭児童育成室に

行ってというのは私は言えないです。育成

室の支援員の仕事がしんどいからというこ

ともあるんですけど、心ある人事をこの委

託業者さんにもお伝えしていただきたいな

と思います。これは要望しておきます。 

  続いて、②新光風台からの吉川中学校の

ところまでの登校についてお尋ねします。 

  阪急バスの減便で新光風台７時55分発着

の便がなくなりました。この便は東ときわ

台の中学生が乗ってくるバスで毎日ふだん

は５人、テストのときは15人ぐらい乗って

いたこともあります。減便されて、今は走

っていません。新光風台から吉川中学のと

ころまで４キロ切る。 

  昨年９月の秋元議員の質問でスクールバ

スは出さない、公共交通機関との答弁があ

ります。その後、私は12月の一般質問で、

５月から10月頃までの気候状況で、低学年

は徒歩での通学はしんどいと思いますと質

問しました。法令に規定されている小学生

通学距離が４キロですが、気候状況の変動

など、一律どおりにはいかないと答弁もい

ただいております。 

  公共交通というなら７時55分のバスがよ

かったのですが、今はありません。７時24

分、新光風台２丁目から新光風台を１周し

て、７時40分に支所に着きます。その後は

８時24分発着で８時40分に着きます。７時

20分頃新光風台を出るのも、子どもたちに

はちょっと早くてかわいそうかなと思いま

すが、校門を早く開けていただけるのか、

永谷議員が豊中で学童の早朝版をと伺った

こともありますが、どなたかが預かってい

ただけるのか、学校の時間を遅らせるのか、

出さないと言っていたスクールバス、才脇

議員の答弁で再度検討ともありました。 

  低学年、昨年12月の答弁で、１年生が10

名、２年生10名、３年生９名、この辺りを

スクールバスで乗せていっていただいたら

うれしいなとは思いますが、現在どのよう

なお考えで、いつ頃に決まるのかお聞かせ

ください。 
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○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  この４月21日から阪急バスのダイヤが改

正され、議員おっしゃられたとおり、例え

ば７時26分に新光風台自治会館前を出発す

ると支所前には７時40分に到着するという

ダイヤになっております。 

  現在、とよの西学園の校時表については

検討しているところですが、現状から考え

ると、例えば校門の前とかで約20分の間、

学校の開校まで待つことになります。豊中

市の事例も出されまして、そういった朝の

預かりをやっている市等もあるんですけれ

ども、今現在のところ豊能町のほうではそ

ういったところはちょっと考えていないの

が実情です。 

  また、学校の開始時間、まだ校時は検討

中なんですが、これを遅くすると、今度逆

に働いていらっしゃる保護者の方とかもい

らっしゃるので、なかなか今現在始まりを

遅くするというのは難しいというふうな御

意見を学校のほうからお聞きしております。 

  この４月、５月に開催した通学区域審議

会では、今までよりも通学距離が遠くなる

ために、特に小学校低学年、１、２年生等

については、体力的、心理的に懸念してい

るであるとか、スクールバスの導入可否、

これについては、会議の中で議論できひん

のかというような御意見もいただいており

ます。 

  そういった教育委員会においても、審議

会の場で御意見をいただいたというところ

を深く受け止めまして、スクールバスをど

うするかというそのスクールバスの可否も

含めて、通学の方法について、もう一度検

討したいというふうに考えております。 

  とよの西学園・東学園のその義務教育学

校の説明会を、夏頃に保護者に対して説明

をする予定をしております。それまでには

詳細はちょっと決定することは難しいかも

しれませんが、大まかな方向で説明できる

ようには考えたいと思っております。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  ５月18日の議会報告会で、この件も質問

いただきまして、これまでの答弁はお伝え

しました。この後、ＰＴＡではなく、自治

会で要望書という動きがあるようです。 

  ５月29日の通学区域審議会でも、この登

校に関して意見が出ていました。準備委員

会の通学部会に新光風台の住民が入ってい

ないと漏れ伺っているんですが、現状実感

してもらえているんでしょうか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  現在、開校準備委員会の通学路部会の中

で、その通学路とか、見守りをどうするの

かという御議論をいただいております。そ

ういうことを御議論いただく場なんですけ

れども、今までの通学路部会の中で新光風

台のバスは出ないのかというところの御意

見については、何度も御意見をいただいた

ところでございます。 

  そのたびに今までの教育委員会の方針と

して、現在のところは公共交通を考えてい

るという旨を御説明したところではござい

ますが、今後この方針の変更を受けまして、

通学路部会の中でもそういう方針を変更し

て今後、スクールバスも含めてちょっとそ

の可否も含めて検討するという旨は、通学

路部会の中でもお知らせしていきたいと考

えております。 

○議長（永並 啓君） 
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  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  では、個人で送っていく人もいると思い

ます。登校班をどうするのか、登校班は緊

急時下校班でもあります。先生方が引率さ

れて途中のところまで送っていくというの

は学期に１回必ずあると思うんですが、登

校班はどうされていくのかというのと、個

人で送っていく場合の停車位置や場所はあ

るのか、お伺いします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  現在のところ登校班については実施する

方向で考えているというふうにお聞きして

おります。仮に保護者の方が、例えば、特

に体調が悪いときとかというのもあるかと

思うんですけども、そういった場合、義務

教育学校の横に総合駐車場ございますので、

例えばそこの総合駐車場に止めて、今度義

務教育学校の今ちょうど総合駐車場の真向

かいにあります体育館の真横の門、そこに

ついても整備をする予定をしておりますの

で、例えば駐車場に止めてそこから出入り

するということも可能になるかというふう

に考えております。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  その整備はまた学校ができ上がってから

伺いたいと思います。 

  新光風台には５人の議員がいます。この

後、昼からも秋元議員が迫力ある質問いた

だけると思うので、この辺りにしておきま

す。 

  続いて、（４）番目の通学区域について

です。 

  ４月24日の審議会を傍聴しました。東西

の地図と、現在通学区域の表が示されてい

ました。議員が伺っている意見は、そこで

は反映されませんでした。５月29日には東

西それぞれの区域と決まりました。 

  川上議員が討論された豊能町一つの校区

にということは実現できませんでした。そ

の審議の中で、ふたば園では吉川保育所に

入れなかった人が西から来ている。中学校

のクラブが卓球と陸上しかないとの発言も

ありました。昨日の池田議員の一般質問で

もそのように伺いました。 

  区域外就学ということで、いじめにあっ

た等区域をまたがってもよいのかというこ

とにはなりそうですが、審議会で出た意見、

大勢で授業を受けたい、団体のクラブに所

属したいという理由で、東学園から西学園

に通ってもいいですか。また、その反対も

西から東へ、何か理由があればいいですか。 

  いつまでにこのことを決めていただけま

すか。その答えによって、転居を考えてい

る人がいます。実際に聞いています。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  この５月29日に第１回の通学区域審議会

が開催されまして審議会の答申がまとめら

れました。審議会の答申はとよの東学園は

東地区全域、とよの西学園は西地区全域と

いう形で答申をするという旨決定いたしま

した。 

  ただ、審議会の中では、先ほどおっしゃ

られたとおり、委員の方から、例えば西に

居住の方から東へ通学するとか、逆に東の

方でも西へ通学するというのを認められな

いのかという御意見もございました。 

  審議会の中でも説明しておりますが、今

回の答申の内容につきましては、最終的に

先ほど申し上げました夏の保護者説明会、
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ここで御意見をお伺いして、その後、教育

委員会の中で最終決定をする予定をしてお

ります。 

  夏頃に保護者説明会をした後の教育委員

会議になりますので、その後、夏のやから、

８月の教育委員会議の中で決定をしていき

たいというふうに考えております。その決

定までには、説明会等で今回の審議会の委

員さんだけではなくて、幅広い保護者の方

にもいろいろ御意見をお伺いしたいと考え

ております。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  では、決定を待って、もう１回質問した

いと思います。 

  やはり、クラブ活動というのは昨日の池

田議員もおっしゃってましたように、とて

も子どもたちの成長には大事なことだと思

うんですね。私は勉強が嫌いだったからク

ラブ活動しに行ってました。体操部だった

んですね。中学校のクラブ活動というのは

本当にみんな一生懸命やってたし、勉強よ

りも、私は頑張ってたと思うんですね。そ

れによってまた勉強も頑張ろうという気持

ちがあったし、競争というのも働いてたと

思うんで、クラブ活動もしっかりと見てい

ってほしいし、東から西へ行かせてあげて

ほしいと思います。 

  バスケットボールは５人で、５人いるの

かな、いるけども、それはただのまりつき

じゃないですか、やっぱり10人おってバス

ケットの試合ができるような学校をつくっ

ていってほしいと思います。 

  次の質問です。 

  保育所のバスの送迎についてです。ふた

ば園の保育所部の送迎をしているところを

見かけました。希望ケ丘のお友達のとこ行

って、帰りに４時20分頃でしたか、２人乗

っておられました。ふたば園のバスを買っ

て誰も乗らなかった。アイドリングかな、

西地区への走行を中川議員、永谷議員、管

野見守り隊に見つかってしまった。私は写

真を撮らせてもらいました。ちょっと後ろ

向きでしたけどね。 

  診療所、議会では秋元議員が診療所の送

迎したらどうかという意見もおっしゃって

いました。本当にずっとあそこに、あそこ

の駐車場に置いてあったと思うんですね。

写真も撮りに行けませんでした。苦肉の策

で保育所部の送迎をしたことになっている

と思います。 

  そういう経緯だと思いますが、それなら

西地区、吉川保育所でもひかり幼稚園のバ

スがあります。送迎バスを運行するつもり

はございませんか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  ふたば園の通園バスについては、現在４

月以降、登園は朝９時、降園は午後２時又

は午後４時半の運行としております。この

条件で送迎を希望する園児は幼稚園部だけ

ではなく、保育所部でも利用が可能な運行

としています。 

  議員の御質問にあります、吉川保育所へ

の送迎バスの運行でございますが、西地区

の吉川保育所及びひかり幼稚園を令和11年

４月の開園を目途として、現在、公私連携

幼保連携型認定こども園を整備するという

方向で考えております。 

  現在の吉川保育所で通園バスを運行する

ということにつきましては、現在のところ

は考えておりません。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 
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  吉川保育所は、新興住宅地から離れてい

ます。それと、令和11年４月に、こども園

開校するからというのは答弁になっていな

いと思うんです。あと３年もあるんです。

令和８年、９年、１０年と。この間にバス

を走らせない理由は何ですか、お金ですか、

運転手ですか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  令和11年４月まで３年があるということ

で、今現在の保護者の方に御不便をおかけ

してるということについては、そういう、

そのとおりだというふうに思っております。 

  ただ、吉川保育所、人数、今現在100人前

後の園児が通っておられます。通園バスを

運行するというところは、管野議員おっし

ゃられたとおりですが、財源的な問題もあ

りますし、もちろん先ほどから議論になっ

ております運転手不足の問題からも、今現

状で通園バスを整備するということは町の

中では難しいというふうに考えておりまし

て、現在のところは考えていないというの

が、実情でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  100人全員乗るって限らないじゃないです

か。例えば４時に帰りたい人がいたら、乗

せてあげたらいいんじゃないですか、アン

ケートを取るとか。できない理由すごく上

手だと思ったけど、私もそれは違うやろう

と思うんです。アンケート取ったりしませ

んか。 

  お金ないって、子育て支援をしっかりや

っていかないと、今ときわ台に去年負けた

んですよ、光風台小学校の１年生の数と、

吉川小学校の１年生の数、２人負けたんで

す。悔しかったんですね。光風台と新光風

台、大きな新興住宅地があるのに、ときわ

台と吉川に負けたというのはね。子育て支

援しっかりやらなきゃいけないのに、ここ

にお金かけないんですか。だからアンケー

ト取るなり、動いていただけませんか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  今現在のところは、先ほど申し上げまし

たように、財源的な理由、運転手不足の理

由というところで、アンケートで、例えば

ぜひともという御要望いただいても、なか

なか実施のほうが難しいというふうに考え

ております。 

  子育て支援の対策につきましては、今後

先ほど申し上げました令和11年４月に開園

を予定しております認定こども園でまたど

のような形のことができるかというところ

も含めて考えていきたいと思います。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  やっていただけないということで、新し

いこども園については、また後で議員総会

で議論をする場をいただいていますので、

そこでまたパークアンドライドも含めて、

何で勝手にあんな場所を決めたんって思っ

てるんで、またゆっくり話しさせてもらい

ます。 

  続いて、６番目の地域包括支援センター

について伺います。 

  町政運営方針の中で、地域包括支援セン

ターの再構築の考えを伺いました。木田部

長の頃からも、上浦さんが福祉部長のとき

も人が足りているのか、秋元議員も、私も

何回も質問しています。 

  ３月の地域包括支援センター運営協議会
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での提案説明では、今議会に業務委託料等

の議案が上がってくる予定でした。議案は

上がってきませんでした。審議会では資料

もたくさんついていて、様々な意見が出て

いて、一度持ち帰ったらいいのにと思いま

した。 

  その日のお昼の会議で、教育委員会は教

育指針を一度持ち帰って審議されています。

もう一度審議会を開催して、丁寧な説明と

議論をされてはどうかと思います。今後の

予定をお聞かせください。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  小森生活福祉部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

  お答えをいたします。 

  ３月議会の全員協議会におきまして、説

明させていただきました、今御指摘ござい

ました地域包括支援センターの民間委託に

つきまして、引き続き検討を進めていると

こでございますが、予定では議員御指摘の

とおり、この６月議会にて補正予算を計上

する旨の報告をさせていただいておりまし

たが、今回は見合わせることとしておりま

す。 

  ここに至る経緯につきましては、ござい

ました３月19日に開催いたしました地域包

括支援センター運営協議会におきまして、

センターの民間委託につきまして、委員の

皆様より様々な御意見をいただきました。

その内容といたしましては、今の時期に委

託する理由でありますとか、人員体制への

御指摘、また相談体制の改善等々の現状に

ついての御意見や、委託する際の事業者の

在り方、選定方法について公正性、中立性

を重視すること等々の委託する際の御助言

をいただいた中で、会長より委託先と綿密

な関与をしながら町が連携していくため、

しっかりと議論して事業者を選定するよう

にという御指示をいただいてございます。 

  その後、この協議会の議論を踏まえまし

て、御意見や御助言について整理を行い、

委員の皆様にもう一度丁寧に御説明を行い

再度運営協議会を開催し、進めてまいりた

いと考えてございます。 

  一方で、さらに高齢化が進む中で、地域

包括支援センターのおかれている人材確保、

また人材育成の問題などを考えますと、よ

り安定的にサービスを提供できる体制を構

築することが急務でございまして、スピー

ド感を持って実行していくことも必要でご

ざいます。再度開催する運営協議会にて、

民間委託の方向で結論いただければ速やか

に補正予算を計上し、来年の４月からの委

託開始を目指していきたいと考えてござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  このスケジュール的には３か月ほど遅れ

るということですよね。６月までに仕様書

の作成とか、補正予算とか書いてあるんで

すけど、９月議会になるんですか、臨時議

会ですか。３か月遅れるけれども令和８年

４月１日事業開始という予定ですか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  小森生活福祉部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

  お答えいたします。 

  先ほど申し上げましたとおり、目標は来

年の４月からの実施を予定してございます。

この委員の皆様に先ほども申し上げました

とおり御説明もあるんですけれども、それ

ぞれ議会に出させていただくタイミングも

あると思いますが、できるだけ早く出せる

タイミングを狙いましてですね、取り組み
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たいと思ってございます。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  管野議員、１点、先ほどのこども園の説

明ですけど、議員総会ではなくて最終日の

全員協議会ということでよろしいですよね。 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  地域包括支援センターについては、一生

懸命取り組んでいらっしゃるんですけども、

どうしても手が回らないで遅れている、も

っと早く認定してほしいとかという意見も

聞いてますので、ぜひスムーズに進められ

るようにお願いしたいと思います。 

  最後の質問です、やります。 

  ホームページについてですけれども、リ

ニューアルを検討中というんですが、どう

なっているのか。スマホで見られる画面と

いうのは大切なお知らせが２つ入ってるん

ですね、クマと２つ、能登半島の募金と、

すごくスクロールしないと下のほうまで見

られない。 

  また、ホームページのカレンダーは大事

な４月初めでしたかね、右近の花嫁行列と

か、花さんぽとかは全く入っていないんで

すね。あれを見て出かけるということもあ

ると思うんですけれど、このリニューアル

はどうなっているんですか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  まず、町のホームページのリニューアル

でございますけど、現在配置やデザインの

見直しをしてございます。ですから７月中

にはですね、稼働に向けて構築を進めてい

きたいと考えてございます。 

  あと、スマートフォン版の画面につきま

しても同様にですね、リニューアルをして

見やすい画面づくりに努めてまいりたいと

考えてございます。 

  あと、御指摘のイベントカレンダーにつ

きましては、町のイベントカレンダーの掲

載基準はないんですが、町のホームページ

に載せる基準というのは大きくございまし

て、その中に後援、町が共催するとか、後

援するとか、その際にですね、希望を取り

まして、もし希望されるのであればですね、

イベントカレンダーの掲載もできるのかな

と思ってございますので、その際にですね、

申し出していただければ可能かなというこ

とで進めていきたいと思ってございます。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  議会は全部載ってるんですね、教育委員

会は載っていない、時々審議会も載ってい

る、この基準は何ですか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします 

  載せる、載せないというのは基本的にそ

の記事の担当部署というんですかね、そこ

のその申出を受けて載せますので、その辺

りの担当部署ごとにですね、その辺の温度

差があると思っております。その辺りはで

すね、もう少しカレンダーの枠がございま

すので積極的に載せるように町内等々の会

議ですね、周知をしていきたいと思ってご

ざいます。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 
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  一つ残しましたが、スマートシティ特別

委員会でやります。 

  ありがとうございました。 

○議長（永並 啓君） 

  以上で、管野英美子議員の一般質問を終

わります。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午前11時35分といたします。 

（午前11時25分 休憩） 

（午前11時35分 再開） 

○議長（永並 啓君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、寺脇直子議員を指名いたします。 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  それでは議長より御指名をいただきまし

たので、これより一般質問を始めます。 

  まず初めに、安心・安全なまちづくりに

向けて本町の空き家と空き地問題について

質問します。 

  困った空き家問題は、全国各地で発生件

数を年々増やしていくとともに、自治体で

も既存の法律適用や自治体独自の条例を制

定するなど、この空き家・空き地の問題の

対処に取り組んでいる自治体が現在増えて

きております。 

  以前の一般質問でも、空き家問題を初め

て総合的に対策を打ち出したとして、全国

から注目を集めた条例は、2010年10月に施

行された所沢市空き家等の適正管理に関す

る条例について紹介しました。この所沢市

の条例の以前にも、北海道の長万部町が空

き地及び空き家等の環境保全に関する条例

など、景観の保持を目的とし、空き家に関

する規定を含む条例が、この後、所沢市な

ど後に続く自治体が、全国で増えてきてお

ります。 

  その中でも、この建物の老朽化による危

険や犯罪を誘発するおそれがある空き家は、

ほとんどの自治体が対象としております。 

  希望ケ丘５丁目の樹木や雑草によりジャ

ングル状態のこの空き地の隣に住む住民か

ら放火や景観の悪化、不審者のおそれ、子

どもたちの通学路でもあるため非常に迷惑

で困っていると、以前から御相談を受けて

おります。 

  これまで一般質問でも何度か質問してき

ましたが、豊能町には現在、空き家問題と

空き地問題の２つの問題があります。 

  まず、豊能町が現状行っている空き家対

策については、現在どのように対応されて

いるのか、伺います。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  まず、議員御質問の空き家の対策につい

てですが、こちらのほうは条例までは定め

てはおりませんが、平成30年３月に策定し

ました豊能町空家等対策計画に基づきまし

て、管理指導を行っており、住民等からの

通報があった場合は、関係各課と協力して

対応しているところでございます。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  現在はこの空き家について条例は定めて

いない状況ですけれども、次に、この空き

地対策について伺います。 

  現在、空き地対策についてはどのように

対応されているでしょうか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 
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  空き地のほうの対策については、既に条

例を定めておりまして、平成11年に施行し

ました。あと平成30年に一度改正しており

ます豊能町環境保全条例に基づき対応して

おりまして、例えば、条例の第47条に空き

地に関する指導、勧告及び命令といった規

定がございまして、これに基づいて対応し

ているところでございます。 

○議長（永並 啓君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  空き地については既に条例制定されてい

るということですけれども、この令和５年

の空家法改正を受けて、空き家、空き地対

策のための条例制定の進捗状況について伺

います。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  議員御質問の空き家、空き地の条例制定

についてですが、現在は環境課と建設課の

２課とで、近隣市町などの市町までのその

情報収集とか、あと情報共有を行っており

まして、あと法的な整備も行っているとい

う状況で、もうしばらく条例制定には時間

を要する見込みでございます。 

  なお、今後、空き家、空き地の条例の制

定ができたとしても、個人の財産に関して

強制執行を行うという際には、段階を踏ん

で適正な手続を行わないと行政側のほうが

不利な状況になるおそれがありますので、

慎重な対応は必要であると考えておるとこ

ろです。 

○議長（永並 啓君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  当然個人の財産ですから、強制的な対応

というのは突然できることではありません

し、段階を踏んで適正な手続を行ってこの

問題解決に進めていく必要があると思いま

す。 

  空き家の対策についてですけれども、本

町は条例まで定めていない状況ですが、豊

能町には空き家が約1,000戸ほどあって、そ

のほとんどが流動化していません。 

  また、その空き家がそのまま放置されて

いたり、草木がジャングル状態になって、

隣の家の方がジャングル状態の草木が伸び

てきてですね、非常にもう何十年も困って

おられるということで、その近隣の住民は

放火とか、ごみの不法投棄など非常に日々

心配しておられて、困っておられる状況で

す。 

  豊能町の場合は、持家率が98％の住宅地

で成り立っている町なので、今でも人口の

約半分が65歳以上の高齢者の町ということ

で、私も他市町村の議員さんと研修に行っ

て意見交換しますと、非常になかなか他市

町村ではないような町ですねと。よくその

人口の半分が65歳以上の高齢者、なおかつ

持家率がほぼ98％ほど高いということで、

その特徴がありますから、今後ですね、や

はりこの希望ケ丘のジャングル状態の空き

地の件もそうですけれども、防犯上からも、

この空き家や空き地の条例というのは今後

定めていったほうがいいと考えます。 

  京都市ではですね、京都市空家等の活用、

適正管理等に関する条例では、空き家の状

態として建物の崩壊の危険や、雑草や草木

がですね、伸びてきてジャングル状態にな

ったり、生活環境の保全上支障がある場合、

不特定多数の侵入を許すなど、防犯上の危

険や景観の問題がある空き家は、放火やそ

のほかの犯罪を誘発する可能性が高いとし

て、全国各地の多くの空き家対策の条例で

は防犯上の不安について非常に考慮されて
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います。 

  本町の特徴として、先ほど申しましたよ

うに、持家率98％で、マンションが少ない、

賃貸物件ももう数件ほどしか出ていない状

況ですので、空き家は1,000戸ほどある状況

です。 

  ですので、北海道のですね、長万部町の

ような空き地及び空き家等の、こちらは環

境保全に関する条例ですけども、今後、環

境保全だけではなく防犯上の観点からも、

豊能町独自のこの空き地、空き家の条例が

必要になってくるというふうに私は考えて

おります。 

  地域に現存しているこの空き家、空き地

ですね、本町ですと1,000戸ほどありますけ

ども、これらに対処できる基準をつくって

いくということが重要だと考えますし、今

後この安心・安全なまちづくりのためにも

引き続き、この空き家、空き地についても

ですね、この防犯上の観点からもしっかり

と条例制定に向けて、取組を進めてほしい

と思います。 

  次にですね、この令和５年に空家法が改

正されて、空き家の質問、小寺議員もされ

てましたけども、周囲に著しい悪影響を及

ぼす特定空家になる前段階から空き家の適

切な管理が図られるよう管理不全空家の対

象とされております。そのまま放置すれば

著しく衛生上有害となるおそれがある状態

や、適切な管理が行われていないことによ

り、著しく景観を損なっている状態などに

当てはまると、これ市町村からですね、特

定空家等を認められることになりました。 

  また、空き地についても同様に対応して

いく必要があると考えますが、現在この空

き地は全国的にも増えていると考えられま

すけれども、空き地について現在どのよう

に認識されているでしょうか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  議員御質問の空き地に関する質問ですが、

国土交通省のほうで令和６年２月のデータ

なんですが、空き地の面積はこの10年で２

倍以上に増加しているというようなそうい

ったデータもございます。 

  この空き地が適正に管理されていない場

合は、議員のほうからもお話があったとお

り、雑草の繁茂とか、ごみ等の投棄や害虫、

要は景観の悪化等周囲への悪影響が懸念さ

れております。 

  国土交通省のデータの中では、空き地の

約６割が65歳以上の世帯によって保有され

ているというような、そんなデータもござ

いますので、今後の人口動態も踏まえると、

相続等でさらに空き地が増加してくるのか

なというのは想定されております。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  本当に人口動態も含めて、本町におきま

しても、独居老人の方も増えてくることも

予測されますし、全国的にもそうですし、

本町におきましても、空き地、空き家が増

えてくる、増加してくることが想定される

と思います。 

  先ほど、この空き地の対策については、

豊能町環境保全条例の第47条に、空き地に

関する指導、勧告及び命令の規定があると

のことでしたが、この指導、助言、勧告、

命令により是正措置だけでは、希望ケ丘の

ジャングル状態の空き地の例もそうですけ

れども、限界があり、この代執行や罰則に

ついてもきちんと条例に明記して対応して

いく必要があると考えますが、どのように
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考えているでしょうか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  先ほども答弁しましたが、今後の人口動

態を踏まえれば、さらに空き地の増加が想

定されておりますので、これを踏まえまし

て国土交通省のほうでは条例などにより、

空き地の管理不全状態の基準とか、あと指

導、助言、勧告、命令による是正措置をさ

せる規定を設けるなどを推奨しておるとこ

ろですが、事例として全国の自治体の条例

の中では、中には代執行のほか、罰則措置

を入れるような例もあるようです。 

  ただ、この行政代執行とか、罰則等につ

いては、ハードルが高いようでして実行に

踏み切るケースが少ないということで、あ

と判例等を踏まえる必要もあるようです。 

  考え方としては、３点ありまして、一つ

目が所有者への弁明機会の付与等の適正な

手続の確保、二つ目が条例等による適用基

準の明確化と事前明示、あと三つ目が代執

行費用の負担、あと徴収の方法について、

これら慎重に取決めを行っていかなければ

ならないと考えておるところです。 

○議長（永並 啓君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  当然、慎重に一つ一つ手続をして、解決

に向けて取り組んでいく必要があると思い

ます。がやはりですね、その環境保全条例

の指導、助言、勧告、命令の是正措置だけ

ではやはり希望ケ丘のジャングル状態の空

き地の状態がずっと続いていくということ

が予測されますし、多分そういうことにな

っていくと思います。 

  それと、またほかにも当然今後空き家と

か、空き地が増えてきた場合ですね、こう

いうような事例があちこちで起こってくる

ということになると、本当に移住したい町

からはかけ離れていくと思うんですね。 

  今は移住支援とかいろいろ施策、取り組

んでいますけれども、今、実際住んでる方

が、もう住んでて苦痛に思われてるという

状態ですので、やっぱりこのジャングル状

態の空き地とか、放置された空き家の問題

についてはですね、しっかりと取り組んで

いく必要があると思います。 

  今後、この希望ケ丘５丁目のジャングル

状態の空き地については、どのように対応

していくのか伺います。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  先ほどもお答えしたとおり、代執行など

に関しましては、判例等を踏まえ法的な整

理も必要と考えておりまして、慎重に取決

めをしていく必要があると考えております。 

  今回こちらのほうで考えているのは、空

き地プラス空き家も含めた条例制定を考え

ておりまして、もうしばらく時間を要する

ものと考えております。 

  議員御質問のこの希望ケ丘５丁目の空き

地の対応については、既に条例はあるんで

すが、先ほど申したとおり代執行等の後、

罰則等の規定はございませんので、まず条

例に基づいて、現行の環境保全条例の中の

指導、助言、勧告、命令と順序立てて、是

正措置に向けて対応していきたいと考えて

おります。 

  代執行の規定まで設けることができれば、

最終的には当該土地の関係については、速

やかに進めていけるものと考えております。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 
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  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  やはり、ジャングル状態の空き地ですね、

これは希望ケ丘のみならず今後人口動態も

踏まえますと、増えてくる可能性が十分考

えられます。条例で是正措置しか今できな

い状況でありますけれども、防犯上とか、

衛生面とか、景観の観点からもですね、先

ほど部長が答弁してましたように、代執行

も含めてですね、一つ一つこの空き地、空

き家の問題が改善されるように、もう何十

年もジャングル状態が続いておりますから

ね。 

  隣の方はもう本当に精神的にやっぱり苦

痛であるというふうな話を伺っております

ので、移住とか魅力あるまちづくりを進め

ていくに当たって、住んでる人が安心して

住み続けれる町というところを目指して、

今後ともこの自治体として条例を制定して

ですね、しっかりと対処して取組を進めて

いってほしいと思います。 

  それでは次の質問に移ります。 

  次に、魅力あるまちづくりと地域公共交

通について質問します。 

  現在ですね、全国の地方、特に中山間地

域、本町もそうなんですけども、この中山

間地域の人口減少とか高齢化が著しく進行

しておりまして、そのことにより商店街と

か、病院、診療機関、ガソリンスタンドな

どがどんどんなくなっていると、テレビで

もやってますし、私も実際お話伺うことが

あります。 

  近年、しかし近年都市圏でもですね、空

洞化が進行している状況です。そのため全

国的にも生活難民が増えてきております。 

  この生活難民が発生する背景は公共交通

がなくなったり、公共交通があっても、不

便で運賃が高い、あるいは高齢化でマイカ

ーが運転できなくなるなどの問題も非常に

深刻化しております。 

  今後、全国的な人口減少は避けられない

ことでありますが、地域の住民の誰もが生

き生きと住み続けられるまちづくり、地域

づくりのためには、本町もこの地域公共交

通の在り方が一番大切で重要な施策になる

と思います。 

  本町は人口の約半分が65歳以上の高齢者

で、山を削った住宅地ですので非常に坂道

も険しい町です。今後ですね、５年、10年

したらマイカーを手放してですね、生活難

民とか、交通弱者とか、買物難民、病院に

行きにくいのがね、通院難民が増えてくる

のではないかということが心配されており

ます。 

  今後ですね、５年後、10年後を見据えま

すと、さらなる運転手不足の問題も、今以

上に深刻化してくるのではないかというこ

とが懸念されております。 

  本町では、これまでＡＩオンデマンド交

通のハニタスの実証実験を実施してきてお

りますけれども、関係機関とどのように協

議して運行していくのか伺います。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  ＡＩオンデマンド、ハニタスの運行につ

きましては、この令和７年３月に３回目の

実証実験を行わせていただきました。 

  現在、ＫＰＩの取りまとめを行っている

ところでございますが、ＡＩオンデマンド

の交通システムを利用しての運行に関して

はですね、先ほどからも答弁しております

がシステムの運行経費など、ランニングコ

ストが高額であり、やはり費用対効果の面

からも難しいと考えておりますが、今後運

行会社からの意見も伺いましてですね、今
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後の方針を決めていきたいと思ってござい

ます。 

○議長（永並 啓君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  現在はＫＰＩを取りまとめているところ

で、今後運行会社と協議をして意見を聞く、

伺うような状況でありますけれども、本町

は本当に他市町村と比べて、ちょっと独特

な特徴がありますし、山を削った住宅地で

ありますので、西地区や東地区の住民から

運転免許を返納したときが、もう本当に病

院に行ったり、買物に行ったりするのが本

当に心配ですと。５年後、10年後を見据え

てハニタスは運行してほしいというような

要望も私自身も受けております。 

  魅力あるまちづくりの一番重要な施策の

一つが地域公共交通だと思います。当然で

すね、システムとか、費用対効果のことが

ありますので、その辺りもですね、含めて

今後どうしたら有効活用できるのかという

ことを、運行会社の方たちとしっかりと協

議をして、ハニタスはただ寝てるだけでは

もったいないと思いますのでね、どういう

形で運行したら住民サービスにつながって

いくのかというところも、当然費用対効果

もそうですけども、協議を進めてほしいと

思います。 

  次に、４月21日からの阪急バスのダイヤ

改正により、西地区、東地区は通勤通学時

間帯の７時台、８時台のバスが減便になっ

ております。東地区の希望ケ丘からですね、

７時15分発の箕面トンネル経由の箕面萱野

行きの通勤通学のバスには、およそ55人ほ

ど乗っており、ステップまでぎゅうぎゅう

詰めで前から出られないから後ろのドアか

ら出ないと出れないという状況で、ものす

ごい人数が乗っていて、危険な状況で通勤

通学していると住民から伺っております。 

  今後、この阪急バスとどのように改善に

向けて取り組んでいくのか伺います。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  この４月21日からの阪急バスのダイヤ改

正によりまして、先ほど議員からも質問い

ただきました、特に東地区の７時15分発の

便につきましては、たくさんの方が乗られ

ておるということで、これは減便になった

せいで、前の便にたくさんの方が乗ってお

られる状況かなと認識してございます。 

  この減便につきましては、人口の減少に

よる採算性の面と、あるいは運転手の不足、

これが今回大きな要因かなと認識してござ

います。この件、阪急バスとですね、その

辺り、また阪急バスも当然この状況は認識

してると思ってございますので、また意見

等を聞いてですね、いきたいと思っており

ますが、阪急バスにつきましてはこれまで

も本町のほうで申入れ、町長の申入れ等も

行ってございます。ですが、このような状

況になっておるということは、相当運転手

の不足のことが影響しているのではないか

と思ってございます。 

  利用者の減少と運転手不足というのが大

きな要因かなと思ってございまして、運転

手不足に関しましてはですね、全国的な問

題にもなってございます。特にですね、働

き方改革関連法の施行に伴う2024年問題、

これは労働時間の規制でございますが、今

大変厳しい状況が続いていると、そういう

認識でございます。 

  町の施策といたしましては、令和６年度

より府外から転入して交通事業者へのです

ね、就職された方へ移住就職支援金を加算

する制度も設けてございます。現在のとこ
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ろ実績がありませんが、そういう施策もで

すね、打っていきたいと。 

  というのと、これもこれまで再三答弁し

ておりますが、今回の定例会の補正予算に

も運転手の確保対策事業としてですね、予

算を計上させていただいております。取組

も含めてですね、運転手確保を側面的な支

援というんですか、そういうことも打って

いきたいと考えてございます。 

  また、人口減少の対策ではですね、利用

者の減少を防ぐために、運転免許証の返納、

高齢者が多くなってきてございますので、

免許の返納された方にですね、移動支援と

して公共交通の利用の補助を実施して、利

用促進を図っていきたいと考えてございま

す。 

  また、これは高校生の通学補助も通学補

助ではございますが、これはですね、電車、

バスの通学する高校生の通学費負担の軽減

ということで、これも公共交通を利用して

いただくという条件で、交通事業者への間

接的な支援にもなるのかなと思ってござい

ます。 

  また、中長期の視点ではですね、移住定

住の施策で公共施設再編とかですね、あと

学校の跡地利用の活用の検討もまちの魅力

を高める取組として、そういうような中長

期の視点でもですね、併せて取り組んでい

きたいと思ってございます。 

○議長（永並 啓君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  今、様々な取組について伺いましたし、

バス代も高いんでね、もうやはり補助して

乗っていただく方を増やすとか、そういう

取組は非常に大事になってくると思います。 

  特に、この今回の通勤通学時間のバスの

問題ですけども、これは非常に大事なこと

だと思うんですね。これは阪急バスは知っ

ているだろうというか、ちゃんと連絡取っ

て状況を把握していただくということ大事

だと思うんですけども、この人口増対策と

か、移住対策を幾らしてでもですね、やは

り通勤通学時間帯のバスの問題であったり、

地域公共交通というものが特に本町のよう

な山間部の町は非常に重要だと思うんです

ね。 

  特に、豊能町の場合は西地区と東地区の

真ん中に箕面森町があります。こちらのバ

スは森町から萱野まで、たくさん便が出て

ますけども、先ほど部長が答弁ありました

ように、この阪急バスの運転手不足という

こととか、人口減少、利用者減少というの

は、これはなかなか誰もが防ぎようがない

というか、１年、２年すぐ解決できる問題

じゃない、それどころか何かもっと深刻に

なるような、問題だと思うんですね。 

  ですので、通勤通学時間帯なんか特にで

すね、この真ん中に箕面森町がありますの

で、この箕面森町との広域なバスの再編と

かね、箕面森町から箕面萱野まで、バス、

便出てますから、中止々呂美とか、箕面森

町地区センターの乗り継ぎなどについても、

これから、これ広域的な話ですので、当然

大阪府も入って、箕面市も入って、豊能町

と阪急バスの協議になると思いますけども、

やっぱりそういうことをね、やっぱり検討

して取り組んでいかないと、運転手不足と

人口減少とかいうことは本当に年々問題が

すぐ解決するよりも深刻化してくることだ

と思います。ただ通勤通学時間については、

もう公共交通が走ってないと住民の皆さん

は通勤通学できませんので、もう本当にこ

れ重要な施策だと思います。 

  ですので、今後住みやすい魅力あるまち

づくりに向けて、交通事業者とですね、改

善に向けて協議を進めてほしいと思います。 

  今のは要望しておきます。 
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  次にですね、東西の減便の空白時間帯に

以前走行していた東西バスを運行して対応

してはどうでしょうか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  東西バスの運行につきましては、平成23

年から運行をしておりました。当時の利用

状況といたしましては、利用者数は１便当

たり３名程度と少なく、収支率も10％と低

いことから、平成26年に運行終了をしてお

ります。 

  現在は運行当時より人口の減少が進んで

いることから、東西バスの運行は難しく、

予約に応じて運行する現在の東西デマンド

タクシーが需要に適した交通モードである

と考えてございます。 

○議長（永並 啓君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  当然、現在急遽デマンドタクシーで対応

している状況でありますけれども、先日、

議会報告会がありました。そのときに、中

央公民館の議会報告会では、牧まで阪急バ

スが来なくなったことや、池田までの減便

により病院の受付が間に合わない、通勤通

学や買物も困ってるというふうに伺いまし

た。西公民館ではですね、自治会としてス

クールバスの要望を出すということを伺い

ました。 

  当然、どれも財政的な問題がありますけ

れども、群馬県太田市ではですね、平成30

年から教育委員会が使用しているスクール

バスの空き時間を活用して、路線バスの運

行を開始しています。この太田市は市なの

でマイクロバス８台運行して、運送方法は

太田市の保有するバスにより送迎が実施さ

れています。 

  本当に他市町村は見てますといろんな工

夫をされております。当然どこも同じよう

な問題を抱えておりますので、それに対し

ていろんな対応とか工夫されてるんです。

当然財政的な問題がありますけれども、や

はりこの公共交通とか、スクールバスとい

うのは本当に一番大事ではないかというぐ

らいの政策だと思うんですね。 

  当然、通勤通学時間については先ほど申

しましたように、定時で走らないと困りま

すので、これはもう現状の改善と、今後箕

面森町も含めた広域的なバスの交通網など

を協議していく必要あると思いますし、ス

クールバスについてもですね、隣の能勢町

はスクールバス走ってますので、それぞれ

の目的に応じてですね、やはり能勢町さん

も参考にして、工夫して、実施していくこ

とが非常に大事だと考えます。 

  それによって、移住者が増えて、魅力あ

るまちづくりが実現できると思います。地

域公共交通は、なくなってしまったらもう

住めないというような状態になるぐらいの

重要な政策だと思いますので、力を入れて

取り組んでほしいと思います。 

  それは要望です。 

  議会報告会で、要望がありましたという

ことをお伝えしています。スクールバスに

ついてね。 

  要望しておきます。 

  次に、持続可能なまちづくりに向けて質

問します。 

  本町は、先ほども何度も申しております

けれども、持家率が98％で人口の半分が65

歳以上の高齢者と、なかなか他市町村にな

い特徴がある町になっております。少子高

齢化と人口減少が進む人口推計となってお

ります。 

  現在は、毎年、財政調整基金を取り崩し

て予算を組んでいる状況で、今後財政調整
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基金が枯渇していくことが懸念されており

ます。来年度の予算編成に向けて、基金を

取り崩さない財政運営を進めていく必要が

ありますが、具体的にどのように取り組ん

でいくのか伺います。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  令和２年度の国勢調査では、本町の65歳

以上の高齢者人口の割合は約47.5％であり、

社人研の令和５年12月の公表値によります

と、令和12年で55.9％、令和22年で63.7％、

さらに令和32年で68.3％と推計されている

ところでございます。 

  少子高齢化や人口減少等により町税の減

少傾向に歯止めがかからず、地方交付税等

の依存財源の占める割合が年々大きくなっ

ており、本町の財政状況は国の財政措置次

第で大きく左右される構造となってござい

ます。 

  また、国、府の補助金等の有効活用に努

めているものの、予算編成時点で財源が不

足し、財政調整基金を取り崩さなければ予

算編成を行うことができない状況にありま

す。 

  今後におきましては、小中一貫校の施設

整備や公共施設再編、本庁舎整備等大規模

な施設整備を考えますと、現在の本町の財

政規模、財政状況ではですね、財源が不足

することが懸念されるところでございます。 

  令和６年度当初予算におきましても、小

中一貫校施設整備事業や基幹系の、これは

電算システムに係る標準化に要する経費な

どにより、財政調整基金の取崩し額は８億

円を超える状況となってございます。すみ

ません、これは令和７年度当初予算のこと

でございます。 

  本町はですね、人口の分布が東西に分か

れておる地理的要因、また人口急増期に整

備した公共施設をそのままの施設規模で運

営していることからですね、人件費や管理

経費等の運営経費が大きな負担となってお

ります。 

  今後は学校施設の再編に伴う小学校の廃

校、廃止ですね、や西地区の認定こども園

の民営化、公共施設の再編等により人件費

や維持管理費を圧縮するなどの行財政改革

を進めながら、財政調整基金の取崩しをで

きるだけ抑えて、将来にわたり持続可能な

財政運営に努めていきたいと考えてござい

ます。 

  また、現在新たな行財政改革を検討して

る最中でございますので、併せてですね、

基金に極力頼らないような財政運営に努め

ていきたいと思ってございます。 

○議長（永並 啓君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  まず、令和12年に高齢化率55.9％、令和

32年に68.3％という数字にもちょっと驚い

たんですけども、それに加えてですね、本

町マンションが２棟しかありませんので、

本当に流動化しにくい、もう構造になって

ると思うんですね。市内みたいにマンショ

ンがたくさんあって若い世代が、近隣もそ

うですけども、そういう町の構造ではなく

て、持家率が98％で、マンションが２棟し

かないと、空き家も1,000戸あって流動化し

てないと。高齢化率だけがもうどんどん高

くなっていくという状況ですので、当然で

すね、先ほど答弁ありましたように、その

人口急増期に整備した公共施設をまだその

まま使っているというところにも限界が来

てると思いますし、そこも当然見直しして

いく必要があると思います。 

  今後ですね、この高齢化と人口減少が進

む中で予算編成もですね、毎年従来と同じ
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予算編成を継続していくことは難しいと思

うんですね。 

  ですので、人口が減少していく、高齢化

が進んでいくという中でですね、どのよう

にこの住民サービスのバランスを取ってい

くのかということが課題になってくると思

います。 

  住民サービスで一番重要なことは、先ほ

ど申しました公共交通、住民福祉、義務教

育、インフラだと考えます。 

  ですので、今後ですね、持続可能なまち

づくりに向けて、基金を取り崩さない財政

運営というところをですね、来年度の予算

をどのように編成していくのかというとこ

ろと、また、歳入の確保も大事だと思うん

です。公共施設の集約化とか、複合化は、

公共施設適正管理債とかね、そういうもの

も適用されてますので、これは年々伸びて

ます。 

  ですので、こういうものも工夫して町の

財政負担が極力少ない形で進め、取り組ん

でいってほしいと思います。 

  以上で、私の質問を終わります。 

○議長（永並 啓君） 

  以上で、寺脇直子議員の一般質問を終わ

ります。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は１時10分といたします。 

（午後０時20分 休憩） 

（午後１時10分 再開） 

○議長（永並 啓君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、秋元美智子議員を指名いたします。 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ９番・秋元です。よろしくお願いいたし

ます。議長より御指名いただきましたので、

一般質問させていただきます。 

  私が最後でございます。理事者の皆様に

おかれましては、さぞかしお疲れのことと

存じますが、簡単明瞭な答弁のほどよろし

くお願いいたします。 

  質問に入らせていただきます。 

  来春、西地区の義務教育学校が開校しま

す。さきの12月議会で、遠方より中学生児

童に向けて、スクールバスの導入を求めた

ところ、財政的に無理があり、公共機関の

利用を検討したいとの答弁をいただきまし

た。 

  ところが昨日ですね、才脇議員の、また

本日の管野議員の質問には、スクールバス

は可否を含めて検討すると答弁されてます。

今になって、その可否を検討するというこ

とは、元から検討されていなかったのでは

ないか、また、そう思われても仕方がない

と思うんですね。 

  ただ、これについては後ほど時間があれ

ば確認させていただきますけども、私とし

ては多分、教育委員会のほうは導入する方

向で考えていたけども、財政的に無理があ

ると、また交通機関の利用も難しくなった

と。それでも何とかしたいって思いで、も

う一度その可否を含めて検討したいという、

そういう御答弁ではないかなと思ってます

し、またそれを前提にして質問させていた

だきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

  まず最初にですね、12月議会以降公共資

産の利用に向けてどのような検討をされて

きたか、結果どのようなふうになったか、

まずお尋ねします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  児童生徒の通学につきましては、法令に

は規定があるものの、本町の地理的事情や

夏場の公園、気温が非常に高くなるなど、
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小学校低学年の児童と高学年の児童には体

力に違いがあることによって一定の配慮が

必要ではないかと認識しております。 

  その中で、例えば新光風台地区で遠い児

童、この対象となる地域、若しくは学年範

囲、どういった検討をというところなので

すが、公共交通に際して検討したところで

すが、例えばですが、新光風台３丁目の一

番奥のほう、これが多分、現とよの西学園

には一番遠くなるかと思うんですけども、

そこからそのとよの西学園までは約３キロ

ございます。これはネット上で測った距離

になりますので、あくまで参考程度という

ところになります。 

  ただ、同じ新光風台３丁目でも、その学

校に一番近いところシートス前ぐらいがち

ょうど３丁目の一番近いところになるんで

すが、そこからは約2.2キロというふうな形

になります。 

  そこで対象地域の中で、例えば新光風台

全域を対象とするのか、対象とした場合、

今度１丁目の一番近いところ、光風台郵便

局の辺りからは約1.6キロであるとか、そう

いった形を考えると、新光風台全域を対象

とするのか、若しくはそのどこかで地域を

分けるのかというところについて検討して

おります。 

  教育委員会としては、公共交通機関とい

うのは、もちろん財政的な面もございます

し、一定程度は距離を歩いていただいて体

力の増強を図っていただきたいという観点

もありまして、どこからどこまでを範囲と

するのかというのは、現在まだ公共交通に

ついても検討していたところでございます。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  12月議会は公共交通機関、要するに財政

的に無理だから公共交通機関の利用を考え

たいとおっしゃったんですよ。その利用に

ついてどう考えましたか、検討されました

かと、まだこれからでは答えにならない。

答えになる前にスクールバスの導入につい

ては可否を含めて検討すると、話が全然合

わない。 

  ですから、まずもう一遍お尋ねします。

公共交通機関について、どのように検討さ

れました。阪急バスは無理なんだろうなと、

能勢電についてどのような利用方法を考え

ましたかという、そういう趣旨の質問です

のでお願いします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育長。 

○教育長（板倉 忠君） 

  失礼しました。公共交通機関の今考えて

おりましたのは、阪急バスを利用してとい

うことです。ただ先ほどから議員の御指摘

もありますように、ちょうど８時20分に着

く、吉川中学校の前のバスがあって、それ

を利用すればぎりぎり間に合うのかなと思

ってたんですが、今回そのバスがなくなり

まして、４月21になくなりまして、７時40

分というバスになりました。 

  でも７時40分ということであれば工夫す

ればできるのかなということで、学校長な

んかには現在の時刻表を提示しまして、学

校の校時で工夫ができるのかなということ

を言っておるんですけども、なかなかそれ

も今結論が出ていない状態で、公共交通機

関を使うにしても少しダイヤの変更によっ

て工夫が必要になってきたという感じの状

況でございます。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ということは阪急バスだけで、能勢電は
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検討してないってことですね。公共交通機

関として。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  能勢電鉄の利用につきましては、例えば

吉川地区なんかであれば、妙見口から例え

ばときわ台駅まで電車に乗る等の検討はし

たところでございます。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  一番最初に質問したときに、なぜそのよ

うにお答えしてくださらないんですか。失

礼ですが、そう答えていただければ次の質

問に進めて確認取れましたのに。 

  改めてお尋ねします。吉川と対象地域で

すけども、吉川と新光風台、新光風台につ

いては先ほど、るる説明されてましたけど、

最終的に教育委員会として、要するに地理

的に遠いなと思われてる範囲ですね、新光

風台の中でも近いとこもありますでしょう、

遠いとこもありますでしょう、というとこ

ろの人数、今の想定人数は何人かというこ

とと、その場合、対象する学年は何年生で

すか、１年生から６年生なのか、１年生か

ら３年生という低学年なのか、それをお尋

ねします。まず、それぞれ何人ずつ想定し

ているのかお尋ねします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  今年の３月末時点の全人口から想定して

いるところなんですが、次年度に新光風台

に在住となる小学生は１年から６年生まで

全体で89名、そのうち教育委員会として、

やはり低学年、特に１、２年生という想定

をしておりまして、１、２年生だけでは24

人というふうに想定をしております。 

  すみません、吉川地区については１、２

年生で２人という想定をしております。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  分かりました。 

  まず、阪急バスのほうに触れます。 

  おっしゃるとおり阪急バス時刻変更にな

って非常に難しくなりました。それでです

ね、町として教育委員会として、早くから

バスの利用を考えていたならば、阪急に対

して動くという、何とかこういうふうに考

えてるんで、このバスの便だけは減らして

ほしくないとか、そういうふうな対応もで

きたんじゃないかと、これは勝手な思い込

みです。 

  まず、そういう対応をされたのかどうか

ということと。今回もう一度考えてもらえ

ないかというふうな、そういったこの２つ

についてはどのような動きをしてきたのか、

されようとしてるのかお尋ねします。 

  結果的にもう、もう一つですけど、今、

学校の始業時間は８時30分と35分なってま

すよね、もうこのことをずらすのが無理だ

となった場合は、もう町として阪急バスは

諦めたという理解でよろしいのかどうか、

お尋ねします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  阪急バスへの要望については、教育委員

会としては考えておったところなんですけ

れども、まずバスのダイヤの変更がこの４

月に予定されているというところで、まず

はそれを確認しなければいけないのかなと、

その中で、今後阪急バスに対して、例えば
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公共交通機関を利用する場合、朝の時間帯

がそういうふうに今の学校の開校時間と合

わなくなるというので、今後そういうこと

をずらすことができないのかという件につ

きましては、今後要望していきたいという

ふうに考えていたところでございます。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  一つ答弁抜けがありましてね。現状考え

たとき阪急バスはもうちょっと通学に利用

するのは無理だという結論ですかと、それ

にお答えください。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  スクールバスの導入について、そのスク

ールバスの可否も含めてという答弁もさせ

ていただいたところなんですが、例えば阪

急バスで、今現在、朝時間が合わないとい

うのは想定をしておるんですけれども、例

えば途中まで、例えば新光風台でバスに乗

って、光風台の自治会館前のバスで降りて、

そこから例えば学校に歩いていくという、

途中から歩くというそういう想定ができな

いのかというところも含めて今現在は、検

討をしているところでございます。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  バスの時間、時刻表、私も調べましたけ

ど、そううまくいくかどうかちょっと疑問

ですが、それは一つの方法として、お考え

なってください。 

  もう一つの能勢電のほうですけども、こ

れについては多分光風台駅、それから妙見

口からときわ台駅まで来て、それから約１

キロぐらいあります学校までね。歩いてく

るとなるかと思いますけれども、この場合、

私はスクールバスね、ときわ台の駅からの

スクールバスは用意する必要があるだろう

なと、私個人は思ってます。 

  今回この能勢電に関しましてはどのよう

に検討し、ときわ台の駅からのスクールバ

スみたいなところまで検討されたかどうか

お尋ねします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  ときわ台の子どもたちは今現在吉川小学

校に通っておるところですが、上り坂が厳

しいという点はありますが、先ほど議員が

おっしゃられたとおり、ときわ台の駅前か

ら新しいとよの西学園までは約１キロ程度

でございます。 

  能勢電の利用につきましては吉川地区の

子どもたちの検討をしているというふうに

先ほど答弁をしたところなんですが、例え

ば吉川にお住まいの方は、妙見口からとき

わ台駅まで電車に乗って、ときわ台駅で、

例えばですけれども、そのときわ台の登校

班と合流をして、義務教育学校まで歩いて

いくというところについては検討したとこ

ろでございます。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  なぜね、ときわ台からのスクールバスが

私自身は必要かと思ってかといえば、そこ

に出てくるまでですよね、妙見口出てくる

まで、光風台駅出てくるまで、長い子は30

分以上歩きます。だからこそ合わせて45分

ぐらい歩くんじゃありませんか。このとき

わ台の駅から歩くとなった場合。そういう

こともお考えになった上での今の御答弁で

すか。 
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○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  吉川の一番遠いとこ、ここには住居はな

いんですが、吉川が一番遠いところという

のはちょうど国道と交わる上杉池の交差点

で、そこから西地区の義務教育学校までは

2.4キロというふうに先ほどの地図上ではな

っております。 

  吉川のこの妙見口の駅から同じく義務教

育学校まで歩いたところ1.5キロということ

になりますので差引き0.9キロ、900メート

ルという形になります。今現在の検討の中

では900メートルという距離については、先

ほどのときわ台の駅から義務教育学校の１

キロと合わせて1.9キロというのは歩けない

距離ではないのかなと、まだそれは確定で

はありませんけれども、そういう検討をし

ていたところでございます。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  話が少しずれてるので確認します。先ほ

ど一番最初に教育委員会がね、通学に遠い

距離と思われる範囲の中の対象人数聞きま

したね。吉川は対して２人とおっしゃいま

したね。この２人というのは今おっしゃっ

た２人ですね、歩いて学校まで行ってちょ

うだいっていう２人ですか。対象人数は２

人としながら、吉川のほうはずっと歩いて

きて、学校まで歩いていくような答弁に聞

こえたんですけども、その認識でよろしい

んですか。 

  でしたら、スクールバスは新光風台の子

だけを対象に考えさせていただきますけど

も、いかがでしょう。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育長。 

○教育長（板倉 忠君） 

  吉川地区と新光風台地区というのは、な

ぜそのようなことを考えているかと、その

理由が違いまして、新光風台につきまして

やはり私が自分で歩いたんです。歩いたら

2.8キロ、遠い距離で一番遠く歩くかなと思

うので３キロほどです。 

  だから、それを基に、少しまた住民の方

なんかいろんな保護者の方聞くと、やはり

一定小さな子どもの夏のときとかというと

こで、体力に心配があるということなので、

距離が遠いという観点で考えていると。吉

川の子どもにつきましては、今まで吉川と

いう地域に東ときわ台の子どもが大人数で

登校しておりました。となると途中ちょっ

と人気のないところ通ってもやはりみんな

まとまって歩いてくれたので、見守りの方

もおられたので、安全にはできてる。今度、

逆方向に歩くことになりますと、吉川の子

ども本当に数人の子どもたちがあそこを自

分たちで歩くとなるとやはり危険かなとい

うのがありましたので、その辺は保護者と

相談をして、その危険なところを避けるに

は、一駅電車を乗るということを保護者の

方に提案しようかなというふうに考えてて

検討しているということでございます。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ということはですね、遠いんだけども、

距離じゃなくて吉川の場合ですよ、距離よ

りも歩く道の危険性を考えたと。それで要

するに、登校班でまとまっていくならば大

丈夫だろうと、だからスクールバスじゃな

くて、電車に乗ってときわ台まで来ると、

この方法を考えましたと。だからスクール

バスのとこから外していいですか。 
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○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  今までは公共交通という検討をしており

ましたのでそういう考えでしたので、スク

ールバスという形になっても、基本のベー

スはそのとおり新光風台のほうが対象にな

るのかなというふうに考えております。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ということは新光風台の対象人数24人、

来年はどう、再来年はどうなるか分からな

いんですけども、となった場合ね、一番気

になってるのが、なぜ財政的に無理なのと。

12月に財政的に無理と判断したと、どうし

て無理なのかと、これ説明いただけますか。

なぜって、幼稚園バスは年間、ひかり幼稚

園の幼稚園バスというのは年間260何万円で

すよね、そこには、あの車に乗れるは54人

です、定員が。豊能町260万円も捻出できな

いということですか。こっちについて質問

なのかな、分からないけども、なぜ財政的

に無理と判断されたのかお尋ねします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  先ほど議員からもありましたように、ひ

かり幼稚園のバスについては年間約260万少

し、265万円の経費がかかっております。こ

れには運転手さんの人件費及びそのバスの

維持管理費用がかかっております。今度そ

れをスクールバスで同じような形で考えま

すと、今現在そういった中型バスといいま

すか、そのバスの運転手さんの確保という

のが今非常に難しい状況でございます。 

  そしたら、バスの運転手が確保できない

場合、運転手を確保するためには、例えば

普通乗用車、普通乗用車へ、その大きい10

人乗りというのが一番大きな車があります

ので、例えばその10人乗りの車、車両を利

用する。その場合には10人乗りということ

ですので、運転手の分、それと子どもたち

の送迎、特に低学年を想定しておりますの

で、あと添乗といいますか、その補助員が

１人乗らなければいけないので、10人乗り

で最大限子どもが乗れる数が８人というふ

うに想定をしております。 

  となると、先ほど申し上げました新光風

台の児童24人、１、２年生24人を乗せる場

合には、１台当たり８人で３台のスクール

バスが必要となります。その場合、今さっ

き申し上げましたひかり幼稚園のバスにつ

いては265万円で、このひかり幼稚園の添乗

員というのは幼稚園の教員が添乗員として

おりますので、別に添乗員を雇用するとな

ると、１人当たり約250万円が追加になるの

で、１台当たりが約500万少し515万円とい

う計算になります。それが３台になります

と、約1,500万円程度の経費がかかる。バス

を１台でということになりますと、先ほど、

運転手さんの問題がありますのでその雇用

というのが難しい。 

  だから、今度委託ということを考えると、

観光バス会社のほうにも調査をしたんです

けれども、例えばもう観光バスさんの考え

方というのは、要するに遠足なんかでもそ

ういうふうに依頼をかけてるんですけど、

１日束縛時間にもよるんですけど、幾らと

いうふうな形になりますので、お見積りを

いただいたのは１回につき約７万円から８

万円、つまり例えば朝の送迎１回７万円か

ら８万円で、帰りも７万円から８万円で１

日当たり約15万円程度かかるというふうに

聞いております。それが年間で約200日ぐら

い学校があるとすると、それだけでやはり
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3,000万円ぐらいかかってしまうとなると、

1,500万円と3,000万円で1,500万円というと

ころなんですが、今の町の状況で1,500万円

というのはちょっとなかなか厳しい部分も

あるのかなという判断で、財政的にという

考えをさせていただいたところでございま

す。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ちなみにですけどね、次のプールのとこ

で触れようと思ってましたけど、小学校、

西地区の小学校三つありますよね、ここに

かかる年間の水道光熱費ってのは、合わせ

て2,631万円なんです、去年の決算によると。

中学校もあるんですけど、2,631万円浮きま

すから、ぜひ考えていただきたいし、もと

もとがね一小一中のときは、東地区はスク

ールバスの話出てたんですよ。それがね、

西地区の、しかも新光風台って、この小規

模になったときに財政的に無理という答え

はないと思います。十分考えていただきた

い、これは。お願いします。またこれ時間

がなくなったので次あれしますけど、お願

いしますね。 

  次、プールについてお尋ねします。 

  かつて高尾議員の質問だったと思います。

義務教育学校になったときに、低学年から

高学年、これプールの水の深さはどのよう

に調整するんですかってお尋ねなったとき

に、笑っちゃうんだけども、プールの水を

抜いたり足したりすると、もう本当ですか

と。今もその考えですか、お尋ねします。

これ低学年から高学年、プールの水を抜い

たり入れたりするんですか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  プールの授業につきましては、そのよう

な方法もあるのかと検討しておったところ

なんですけども、去年の夏やったと思うん

ですが、高知県高知市のほうで、要は中学

生用のプールを小学生が利用することによ

って痛ましい事故が起こってしまったとい

う事例がございます。 

  プールの授業というのは夏場に中心に毎

日毎日要は行われるという形になりますの

で、その水位の調整という形では非常にち

ょっと難しいのではないかというふうに考

えております。 

  今現在考えているのは、学校のプールを

利用する場合には、正式名称は何ていうか

あれなんですけど、その水深を調整する台

を購入いたしまして、それでプールの授業

を考えることについて現在は検討をしてい

たところでございます。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  今は光風台小学校とね、吉川はシートス

のほうで、水泳学んでますわね、埼玉県の

桶川市、聞いたら４年前からですね、中学

生1,700名なんですよ、1,700名がね、プー

ルの民間委託してるんですよ、授業の。じ

ゃ相手の民間のプール会社はよっぽどプー

ルを持ってるかと思ったら一面しかないん

ですこれ。一面でも1,700名の中学生受け入

れられるんだなというとこに驚きを持ちま

したと同時に、豊能町も同じようにして、

その何とか委員で毎年水道料どうのこうの

よりも、シートスを利用する方法のほうが

いいんじゃないかと。 

  このお考え、つまり光風台小学校と中学

校、吉川小学校のようにそのままね、シー

トスでプールの授業を受けるという方向に

切り替えられませんか。これ年間通してで

きますのでお願いします。 
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○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  今現在、夏場の異常気象によりまして、

屋外プールでは逆に暑すぎてプールの授業

ができないであるとか、あと教員の働き方

改革、先ほどの死亡事故等々もあります、

子どもの安全とか、教員の働き方改革とい

う点で、今現在そういった体育施設のプー

ルを利用するという学校授業で利用すると

いうことが増えてきております。 

  私ども町内にスポーツセンターシートス

ありますので、その活用について利用でき

ないかというところで現在は検討しており

ます。 

  今現在はちょっとそのシートスの業者さ

ん、そこから参考見積りを今ちょっとお願

いして、プールの改修費用、今現在、両中

学校のプールは全然改修しておりませんの

で、今後もしプールを利用するとなると改

修が必要になります。それと水道代等々の

ランニング経費、それとこの委託料を考え

合わせて今現在検討しているところでござ

います。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ぜひお願いしたいです。桶川の場合はね、

相手に委託してインストラクターまで委託

してるから一人１万円です。ですから、約

2,000万円かかってますね。豊能町の場合お

尋ねしたら利用料ですから、一人当たり

5,000円で利用してんのかね今。ですから、

東西合わせても生徒数は来年ですから、743

人、5,000円かけても371万円ですからかな

り私は熱中症対策ね、厳しくなりましたね。

とそれと、水代やら何やら東西の交流も含

めて、ぜひシートスで実現していただきた

いと思ってますので、これはお願いいたし

ます。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  先ほど申し上げましたように、シートス

の利用も含めて検討したいと思います。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ぜひお願いします。期待してます。 

  それでですね、桶川市にプールのことで

問い合わせたときに、電話の向こうから歌

が流れてくるんですよ。何かなと思って言

ったら桶川の歌だと、町歌です。要するに

市歌ですね。待ってるこっちにしてみたら

なるほどという形がしたから、でも先ほど

池田議員も管野議員もこれまでね、質問さ

れてますように、市歌の、ちゃうちゃう町

歌か、町歌の利用の仕方としてね、やはり

住民馴染んでもらうためにも、そういう方

法も一つ御参考までにお伝えさせていただ

きます。 

  それですね、次の質問に入ります。 

  昨年ですね、豊能町の新たな財源として

町が回収してる廃食油ですね、それを売っ

ていくことはできないかったら、すぐ対応

してくださいました。その金額そのものは

大したことないけど、やっぱり対応の早さ

に非常に感謝してるとこです。 

  今回はまた違うとこで、ときわ台の駅は

じめ、無人駐車場がありますわね、５か所。

これについて自動無人預かり機を導入する

ことによって、要するに自転車の、バイク

の預かり料が町の新たな財源になるんじゃ

ないかなというふうに思ったんですわ。こ

の有料化について、かつて有料でした、お

金もかけてました。人件費です、まさに、
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人の手でシルバーにお願いしてましたから。

それがあまりにも高いということで、無人

になった経緯は知ってます。 

  ただ、今ここでやっぱりそういった自動

無人預かり機やなんやというものが出てき

てますので、町としてはそういうふうな有

料化は考えられないかという意味での質問

ですのでお願いいたします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  議員御質問の有料化に向けての検討なん

ですが、令和３年度に光風台の自転車駐輪

場の整備検討を行っておりまして、その１

年前の令和２年度に、光風台の自転車駐車

場を整備する際の基本設計と実施設計にお

いて、有料か無料かの検討も一緒に行って

おります。 

  当時の資料、令和２年度の検討資料でい

いますと、自転車などの課金システムとし

て、大きく二つありまして、ロック式自転

車駐車場、駐輪場システム、要は自転車駐

車場、一画ごとにロックできるようなもの、

あと精算機でロック解除するようなシステ

ムと、あと最終の出入口部にゲートを造り

ます、ゲート式駐輪課金システム、この二

つの案で検討しております。 

  当時は、まだ光風台の駐輪場、今のよう

な状況ではなくて、新しく整備する段でし

たので、新しく上屋を造る、そういう建築

工事も含めての20年間のシミュレーション

で算出しておりまして、当時の結果からい

いますと、毎年189万円ぐらいの赤字が出る

見通しになっておりまして、無料化が望ま

しいという結果が当時は出ておりました。 

  それで今議員御質問に、今、例えば仮に

今からですね、例えば光風台の駐輪場で、

先ほど私のほうで話しした若干安いほうの

ロック式の駐輪課金システムでやった場合

で試算したところ、例えば自転車を１日100

円、原付自動車を１日200円で設定した場合、

精算機の更新がまた10年程度で、今２か所

分かれておりますので、それでトータル

1,200万円ほどかかってしまうので、それを

踏まえるとやはりちょっと赤字になってし

まうということで結果出ております。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  試算の仕方によるのかもしれませんけど

も、関東地方というのは駅に近いところの

昔あった店舗がほとんどこの駐輪場に変わ

ってんですね。もちろん高齢化で店をやっ

ていけないということや、大型店舗が進出

して、そういう意味では店が非常に売行き

悪くなったと。人口のドーナツ化で、周り

に住む人が増えてきて、駅前の駐輪場があ

ふれてるとか、自転車は別にしていろんな

理由はあるかもしれないけども、目に見え

て増えてんですこれ。あの店もこの店もか

っていうぐらい。 

  ということは、それなりの収益あると考

えられたんですね、私の目には。それで今

光風台のことをおっしゃいましたけど、私

自身はときわ台を考えてます。なぜかって

いったときに、人間の心理って10円でも安

いとこ置きたいと。ですからそこのある町

のとこはいっぱいありますけれども、遠く

ても入ってんですよ。それはなぜかったら

預かり料が安いから。 

  こういうのは、このときわ台をなぜあれ

したかというと、社協をあれしますわね。

そこのほうに利用してもらうには、やっぱ

りときわ台の駅前のところに私はお金を取

るべきだと思ってます。勝手に計算しまし
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た。 

  バイクのほうを計算しましたら、いろい

ろ40台かな、１日200円、20日、12か月で

192万円、自転車52台100円、20日使ったと

して20日間としてね。お休みが入るから20

日間で計算してますけども、これに12掛け

て124万円、316万円なんです。 

  おっしゃるとおり、これを設備するのは

お金が要ります。経費がかかります。だけ

ども、毎年その経費を払ってるわけじゃな

いと思うんですね。一応ある、幾つかあり

ましたね、そういう業者に聞いて、電話だ

からどこまで通じたか分からないけど、一

応私はこういうふうにこのぐらい希望、と

きわ台の話をしたら、1,000万はいかないで

しょうと。といったらば、３年で元取れる

なと、これは電話でのやり取りですから、

本当に1,000万円かどうか分からない。もっ

とかかるかもしれない、だけど一遍調べて

もらえますか。 

  もう一個、言えるのは、見てる都会に近

いとこの駐輪場、駐車駐輪場というのは、

地面は塗ってません。そのままです。泥ん

こ、泥んこってないね、土のままです。そ

れでももう収益になってるんだったらば、

やっぱり考える価値があるんじゃないかな

と思いますが、もう一遍いかがでしょうか。 

  そういう点ではお尋ねします。もう一遍

調べて、調べて見積もっていただきたいと

いう質問です。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  議員のほうでメーカーさん、また紹介し

ていただけたら、私のほうでまた調査させ

てもらってシミュレーションさせてもらい

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  私はネットで取り寄せた資料に関しては

ぜひ今持ってるのは２社ですけども、お渡

ししたいと思います。 

  それとですね、お願いして次の質問に入

ります。 

  ちょっと、順番入れ替わると思いますけ

ども、５月31日付の新聞で能登半島地震に

おいて、災害関連死あったかどうか、当た

るかどうか、珠洲市と能登町と、それから

もう一個志賀町かな、の審査会がそれぞれ

３市町村、３町村ですね、市町に関しまし

て７名を災害認定してほしいという答申を

出してます。 

  これ、各自治体が認めたら、災害関連死

として認められて、遺族は災害で亡くなっ

た遺族と同じような形の同じ支援が受けら

れるってことになりますけれども、実はこ

れは国のほうは災害関連死の認定が迅速に

行われるように、各市町村に審査会の設置

を求めてるかと思うんですけども、豊能町

これに対してどのような動きになってるの

かお尋ねします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  災害関連死の認定の関係の御質問と思っ

ておりますが、現在その認定のこの審査会

の設置の質問だと思ってございますので、

設置に向けての取組では、まだ現在取り組

めていないのが状況です。 

  なぜ認定が必要かというところなんです

が、この災害認定が災害弔慰金が本町の制

度ございます。その弔慰金はですね、地震、

暴風、豪雨等の自然災害において、国が定
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める自然災害でお亡くなりになった方の遺

族に対して弔慰金が支給される制度でござ

います。 

  本町におきましても、豊能町の災害弔慰

金の支給等に関する条例を設置しており、

亡くなった、お亡くなりなった方が、世帯

の生計維持者の場合は、災害弔慰金として

500万円、災害により負傷し、又は疾病によ

り障害などの後遺症がある場合は、災害障

害見舞金として250万円を支給することとし

てございます。 

  地震や水害で建物の倒壊などによる直接

的、物理的な原因ではなく、災害による負

傷の悪化あるいは避難生活等の身体的負担

による疾病により死亡する、いわゆる災害

関連死を審査する審査会につきましては、

この災害弔慰金の支給等に関する法律の中

では条例制定は努力義務とされております。

現時点では本町は定めていない状況でござ

います。 

  国が公開している認定事例集では地震発

生後に持病が悪化し死亡されるケース、避

難先での過労や強いストレスにより死亡す

るケース、慣れない避難所生活により病気

になり入院先の病院で死亡するケースなど

様々なケースで亡くなられており、災害関

連か否かの判断には複数の医師や、あるい

は弁護士等による専門的な知見が必要で、

審査会の設置は必要なものと考えておりま

すが、今後本町におきましては、例えばこ

れ池田市医師会さんが医師の関係では関わ

り合いが出るのかなと思ってございまして、

あと弁護士で大阪弁護士会等委員の委嘱依

頼を想定することも必要かなと思ってござ

います。 

  また、これ池田にもちょっと確認をした

んですが、池田もまだ本町と同じような状

況かと認識してございますが、今後この設

置につきましてはですね、先ほど言いまし

た医師会とか、弁護士会等との事前の準備

あるいは協議も必要かと思っておりますの

で、設置に向けてどのような手順を踏まな

いといけないのかというのは、ちょっと勉

強していきたいなということで、今現在思

ってございます。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  随分のんびりしてませんか。今ここで地

震が起きて避難所や何やとなったときに、

そこで１週間もしないうちに直接じゃない、

そこで亡くなった場合ね、亡くなったとき

に、災害関連死じゃないかといって、行政

に来られたときに、どこをまた窓口にする

のか。豊能町こういった形でそういった審

査会ができてなかったら、そのままもうで

きるまで待つんですかこれ、これの問題と

いうのは熱海の事故のときに言ってました

ね、早くつくれと。 

  だから、国もそういう流れもあって国は

災害関連死の認定を迅速に受けられるよう

に各審査会の設置を各市町村に求めてきた

と思ってます、私は。 

  部長おっしゃったように医師やら弁護士

やらそういう方というのはやっぱりよその

方です。ですから早くそういうふうな審査

会だけでもつくっておく必要があるんじゃ

ないかと思いますので、これは池田市医師

会何やらと併せまして、早急に対応してい

ただきたい。要望ではありますけども、い

かがお考えですか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  現在南海トラフの地震がいつ発生するか
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分からないというような状況もございます。

この件に関しましては本町の今そういうノ

ウハウというんですか、知識もございませ

んので、大阪府にも相談はさせていただい

ております。 

  大阪府に確認しましてもですね、現在府

内で審査会を設置している団体は現状では

把握しておらないという状況はお聞きして

おります。 

  もしですね、そういう災害が起こって、

認定の必要性が出てきた場合等は大阪府と

もに連携をしながらですね、審査会のこの

委託という手法もあるのかなと思ってござ

いますが、広域での審査ができないかなど、

相談していくことになろうかと思いますが、

その審査会の設置は必要と思ってございま

すので、その辺の取組ですね、また府とも

情報収集あるいは近隣ともですね、情報共

有等図りながらですね、検討していきたい

と思ってございます。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  審査会の委託なんてちょっと私は考えら

れないんでね、その辺も含めて早急の対応

お願いします。 

  最後の質問に移ります。 

  戸知山です。副町長の出番です。 

  前回の町長、なかなかね、利用が進まな

い、山に戻すこともやむを得ないとおっし

ゃいましたけど、正直いって腹立ったんで

すね。行政の継続からいえば、あの道路を

四、五千万かけて直した段階で、あの山を

使うという決断の下の私は工事だと思って

ます。 

  これは現町長にどうこう言うもんじゃな

いんですけど、ただ、この戸知山道路を直

した理由というのは、もちろんあの山を使

いたいという民間の要望もあったかもしれ

ませんけど、そういった事情なり、引継事

業は前町長から受け継いでますか、引き継

がれてますか。 

  実はこういう計画があるから、こう道路

を直して、そこはもとが来たらこういうふ

うにですといったような引き継ぎありまし

たか、戸知山に対して何もなかったのかど

うか、引き継ぎあったかどうかだけお尋ね

します。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  戸知山の活用についてはですね、これは

先ほど議員おっしゃいましたように、行政

の継続性ということでですね、やっていか

なきゃならないということでございます。 

  あったかなかったは別にいたしまして、

その活用についてはやらなきゃならないと

いうことでさせていただいてますけども、

具体的にですね、こういうことで、こうい

うことで、ああいうことでやらなあかんよ

というような引き継ぎは直接的にはありま

せんでした。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ということは、活用に向けてこういうふ

うな視察の申込みがあって、こういうとこ

に可能性があるとかという、そういった引

き継ぎもなかったという理解でよろしいで

すか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  前町長と私と直接的の引き継ぎの中には
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それはございませんでして、担当のほうで

の継続で進めていくということでございま

す。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  よくよく考えてですね、変な言い方する

と私の目から見て、何年も何の活用の当て

もないように、中であそこの道路を補修し

たように私は最近感じてます。 

  それでですね、もしかしたらば、あそこ

の道路を補修しなければいけない事情、つ

まり地域、地域とそういう約束があるのか、

つまり維持管理も地域との約束、それから

道路が、中の道路が駄目になったときの地

域の約束、閉鎖するときも地域との会合、

そういった地元とのこういう協定とか、そ

ういったものは、戸知山に関してはあるか

どうかお尋ねします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  戸知山の活用や維持管理、例えば閉鎖等

に触れた地元との協定や、協議事項につい

ての御質問だと思いますが、過去からの経

緯等を見ましても、地元との書面等による

協定や協議等の書面はですね、ないものと

認識してございます。 

  しかしながら、近年の豪雨や台風等によ

り戸知山地内の道路や排水設備が大きな損

害を受けた、損傷を受けた場合、地元や近

隣の土地の所有者に大変迷惑がかかる場合

もございまして、地元との、それは協議書

でございませんが、その時々のですね、協

議の上、復旧整備工事等を実施してきた経

過等はございます。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ありがとうございます。でですね、町の

ほうも戸知山何とかしましょうと思って動

いてますよね、独自に。そのことは、その

後どうなりましたか。期待してよろしいも

のかどうか、最後にお尋ねして終わります

が。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  令和７年３月の一般質問で御答弁させて

いただいた以降ですと、戸知山に関心を持

たれた事業者１者から申出があり、４月に

現地を視察されたところでございます。 

  しかしながら、具体的な活用案のですね、

提示は今現在ない状況でございます。視察

に来られた事業者の見立てや提案など聞き

取りしてですね、実現性や効率も考慮しな

がらですね、引き続き検討をしていきたい

と思っておりますが、今現在、具体的に動

いているという事案はございません。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ４月に視察に来たというのは豊能町のほ

うから働きかけて、それに応じて来られた

会社ですか、じゃなくて向こうから申し出

たとこですか。もし何だったら町ももっと

積極的に大阪市内の会社回っていただきた

いんですけど、まず４月に来た、視察に来

られたというのは、町の働きかけのどのよ

うな会社か、お尋ねします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 
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  お答えいたします。 

  その４月に、３月に答弁した業者と違う

業者でございまして、そのときの業者は今

はちょっとまだ視察に来られていないとい

う状況でございます。引き続きこの件につ

いてはですね、有効活用を検討していきた

いと思ってございます。働きかけはした事

業者でございました。 

○議長（永並 啓君） 

  以上で、秋元美智子議員の一般質問を終

わります。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は２時15分といたします。 

（午後２時00分 休憩） 

（午後２時15分 再開） 

○議長（永並 啓君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第２、「第29号議案から第32号議案

まで」を議題といたします。これに対する

総括質疑を行います。 

  質疑内容は、それぞれ各常任委員会に付

託いたしますので、大綱のみお願いいたし

ます。 

  なお、御承知ではございますが、質疑は

議題になっている事件に対して行われるも

のでありますから、現に議題になっていな

ければなりません。また、議題に関係のな

いことは聞くことができない、このように

規定されておりますので、その点十分御協

力いただきますようお願い申し上げます。 

  第29号議案から第32号議案までの４件に

対する質疑を行います。 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  ６番・管野英美子でございます。 

  第32号議案、令和７年度一般会計補正予

算（第１回）です。 

  15ページの民生費、社会福祉費、社会福

祉総務費、６の地域福祉推進事業の町社会

福祉協議会の補助金です。地域手当という

ことを伺いましたが、社協への補助金は、

当初予算で2,558万9,000円を計上されてい

ます。この分のこの中から拠出できないの

かということです。 

  ２番目の質問は17ページです。 

  教育費の教育総務費、事務費の小中一貫

校施設整備事業工事請負費１億 1,280万

5,000円です。 

  ３点あります。クラックの問題ですが、

２階、３階が足場をかけて分かったとのこ

とですが、玄関前の棟には足場がありませ

ん。これは１日の日曜日に見に行ってまい

りました。ここは目視なのか、さらにこの

箇所が増えるのではないかということ、同

じく体育館も駐車場側から見て亀裂が見ら

れる、コーキングをしているようですが、

この箇所の予算は入っているのか。そして、

三つ目は耐震補強をしているＸというんで

すか、ペケぽんのところの亀裂が入ってい

る。ここは校舎自体大丈夫なのか。 

  以上、小中一貫校は３点質問させていた

だきます。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  小森生活福祉部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

  お答えいたします。 

  私のほうからは、最初いただきました町

の社会福祉協議会への補助金の関係でござ

います。議員も少し触れていただきました

けれども、去る３月の定例会にて御決定を

いただきました一般職等の給与に関する条

例におきまして、この４月より先ほども御

案内ございましたけれども、地域手当が

10％に改定されました。 

  今回の補正につきましては、その影響額

について補正をお願いするものでございま

す。 
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  それとですね、当初予算への反映につい

ても御質問いただいております。 

  まず、当初予算の予算組みの経緯につき

ましては、そのときの人員でありますとか、

そのときの給与体系も含めて計上したもの

でございますので、重複しますが、先ほど

申し上げました地域手当の増額による影響

額ということで補正させていただいており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  まず１点目、校舎の足場のない部分の調

査につきましてです。これにつきましては、

例えば給食棟を増築する部分であるとか、

中庭の、ちょうど中庭の廊下棟を増築する

部分については足場のない部分がございま

す。それについては高所作業車、車で入っ

てこうやって上まで上がる。その高所作業

車によって調査をしているというふうに確

認をしております。 

  ２点目の体育館の外壁についてですが、

体育館につきましては、まず、校舎棟は平

成22年度に耐震改修工事で外壁を塗り替え

ていたところですが、体育館についてはそ

の当時、改修をしておりません。したがい

まして、設計の段階で外壁に顕著な経年劣

化が確認をできていたために、当初の予算、

最初の予算の段階で外壁の改修工事を含め

ているものでございます。 

  ３点目の耐震のいわゆるブレスのクラッ

クというところですが、これにつきまして

は、一般的な工事請負契約の中では、重大

な瑕疵に対する契約の不適合の責任期間、

いわゆる業者に責任がある期間というのが

10年というふうに定められております。 

  先ほど申し上げましたように、吉川中学

校の耐震工事は平成22年度に実施しており

まして、10年が既に経過しているため、ま

ず、期間の点から瑕疵とはなりません。 

  あと、今回確認しておりますクラックの

性質ですが、今回確認できたのはいわゆる

施工不良によって生じるコンクリートのひ

び割れであるとか、建物の構造上に影響を

与えるような構造クラックではなくて、あ

くまで経年劣化によります表面的なひび割

れであるということを確認しておりますの

で、今回の分は瑕疵には当たらないという

ふうに考えております。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  ちょっと答弁で分からないところがあり

ます。足場をかけたから分かった、体育館

のところは目視なんですか。足場をかけな

いでも分かるんですか。はっきり写真撮ら

せてもらったら分かるんですけども、足場

をかけないんですよ今、体育館は。またこ

の後、体育館の工事が入ったときに、補正

予算が上がってくるのかどうかを心配して

います。体育館のことだけ。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  先ほど申し上げましたように、体育館の

工事につきましては、外壁の改修、これは

クラックの補修も含めた改修費用というと

ころで設計をしております。 

  その段階で設計しておりますので、契約

変更がないのかと言われると、今後また工

事の段階で、その当初想定できなかった部

分については、もしかしたら補正予算の可

能性がゼロであるということでありません

が、基本的にその目視での確認と、あとこ

の経年劣化の状況も含めまして、少なくと
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も全面的に体育館の外壁の改修については

予算に含まれているというふうに考えてお

ります。 

○議長（永並 啓君） 

  ほかに質疑ございませんか。 

  高尾靖子議員。 

○11番（高尾靖子君） 

  一つ確認したいことがございます。交付

金のことなんですけどもね、2024年度の補

正予算化で、重点支援地方交付金というの

がありまして、物価高騰対応重点支援地方

創生臨時交付金、これが2,000億円の交付残

が判明したというニュースをいただいてる

んです。 

  それで大阪府では144億円なんですけれど

も、市町村では57億5,500万円ほどがまだ。 

○議長（永並 啓君） 

  すみません、どこの部分でしょうか。 

○11番（高尾靖子君） 

  交付金の部分です。 

○議長（永並 啓君） 

  どこの、何号議案で、何ページかを御指

定いただけますか。 

○11番（高尾靖子君） 

  一般会計補正予算のところですけれども

ね、交付金のところにはこれが入ってない

ので４ページですね。それで、ここにはま

だ入ってないいうことは連絡が入ってない

ということなのかを確認したいと思ってま

す。お願いします。 

○議長（永並 啓君） 

  入ってないので議案になっていませんけ

ど。 

○11番（高尾靖子君） 

  なってないですけどね、やはり地方とし

ては、この高騰した部分についての交付金

が残ってるいうことは、こちらにも市町村

にも入るいうことになってますので、それ

がここに入ってくる予定になっているのか

どうか聞きたいんですが。 

○議長（永並 啓君） 

  すみません、暫時休憩いたします。 

（午後２時25分 休憩） 

（午後２時28分 再開） 

○議長（永並 啓君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  ほかに御質問ございますでしょうか。 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  ７番・永谷です。 

  第29号議案でございますけれども、豊能

町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に

関する条例改正の件でございますが、外国

青年の方についてのお話だと思ってるんで

すけれども、今回33万円から36万円、３万

円改定されますけれども、この理由につい

てですね、まず分かっておればお願いいた

します。 

  これが何年ぶりの改定となるのか、それ

についても分かっておればお願いしたいと

思います。 

  この外国語指導助手については現在豊能

町で何名ぐらいいらっしゃるのか、この点

についてもお願いいたします。 

  次に、第30号議案でございますけれども、

豊能町特別職の職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例改正の件でございます

が、今回は町長のですね、期末手当が100分

の225から100分の215に減額、減らすという

ことですけれども、どうして減らされるの

か、その理由についてお伺いをいたします。 

  もう１点は、特別職というと副町長、教

育長もいらっしゃいますけれども、該当し

ておりません。今回は町長だけということ

ですけど、その理由についても伺います。 

  あと今年の６月は減額されるんですけれ

ども、その減額効果はどれぐらいなのか。

もう１点は、あと12月もございますけれど
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も、12月についてはどのようにされるのか、

この点についてお伺いいたします。 

  続いて、続きまして第31号議案、９ペー

ジのですね、豊能町税条例改正の件でござ

います。この議案概要の中に書いておりま

したけれども、ちょっと難しい文章を書い

ておりましたが、不特定多数の者が閲覧す

ることができる状態に置く措置を取るとい

うふうに書いてあるんですけど、具体的に

どういうことをされるのか、その点につい

て分かればお願いいたします。 

  もう１点は、公示事項を町の事務所に設

置した電子計算機の映像面に表示したもの

の、閲覧をすることができる状態に置く措

置を取ることによってするというふうに書

かれてるんです。具体的にどのようなこと

をされるのかこの点について分かっておれ

ばお願いいたします。 

  続いて、32号議案、最後ですけれども、

令和７年度豊能町一般会計補正予算です。

14ページの地域公共交通促進事業の補助金

が載っておりまして、聞くところによると

バス、タクシーへの補助金と聞いてるんで

すけれども、具体的にバスで何名分、タク

シーで何名分を計上されているのかお伺い

いたします。 

  それと14ページ、同じく14ページ防災対

策事業ですけども、業務委託の内容につい

てお伺いいたします。 

  それと15ページですが、人件費事業につ

いて、戸籍住民基本台帳、たしか聞くこと

によりますと、振り仮名をつける作業とい

うふうに聞いておりましたけれども、この

非常勤職員については何名分を考えておら

れるのか、これについてお伺いいたします。 

  もう１点、最終になりますけど16ページ

の商工総務費、消費生活事務事業でござい

ます。相談員の研修費と聞いておりますけ

れども、現在何名おられて、今回は新たな

方に指導員になってもらった研修だと思い

ますけれども、何名を考えておられるのか

この点についてお伺いをいたします。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  ゆっくりでいいですよ、答弁漏れはフォ

ローしますんで。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  そしたらお答えいたします。 

  それでは、第29号議案の件についてお答

えいたします。 

  まず今回、語学指導等を行う外国青年招

致事業で外国語指導助手の月額報酬を引き

上げた理由ということで御質問があったか

なと思ってございます。今回これまで33万

円の月額が36万円ということでございます

が、この件の、その引上げ理由はちょっと

確認できておりませんが、昨今の人件費の

高騰等々を反映した改定と認識してござい

ますが、はっきりした理由というのはちょ

っと今確認できておりません。 

  これが何年ぶりの改定かということでご

ざいますが、私がちょっと記憶してる間は

ちょっとその改定いつ前回があったのかい

うのは記憶はちょっとございませんで、相

当変動がない状態でこれまで来ているのか

なと思ってございますが、いつからという

のはちょっとお答えはいたしかねます。そ

れが一つと。 

  あと、現在３名、本町で外国語指導助手

の任用してございます。29号議案はその関

係であったかなと思ってございます。 

  あと、31号議案の税条例の件、30号は、

これはちょっと。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁できるとこ答弁してください。 

○総務部長（入江太志君） 
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  そしたら、31号議案の件の御質問で答弁

させていただきます。 

  公示送達の方法についての御質問だった

かなと思ってございますが、今回、今まで

は掲示場に合わせて今回インターネットを

用いる方法等を提示しているように改正す

るものでございまして、現在考えておりま

すのはネット等でですね、公示送達の情報

を掲示をしていくということを検討してご

ざいます。 

  あと、32号議案の予算の関係でございま

すが、まずバス、今回運転手の確保対策事

業として、予算化しておる補助金でござい

ますが、三つございます。 

  一つ目が地域公共交通運転士就職支援補

助金ということでございますが、件数とい

たしましては見込んでおるのが３件ござい

ます。想定としましては、バス事業者が１

件、タクシー事業者が２件程度ですね、見

てございます。 

  １件当たりですね、バス事業者あるいは

タクシー事業者に就職した者に対して30万

円の支給を３件見込んでおります。予算は

90万円ということでございます。 

  それが一つと二つ目が、地域公共交通運

転士家賃支援補助金がございます。内容に

つきましては、件数としては１件見ており

ます。これは家賃補助でして月額最大３万

円を限度に補助をしていきたいと考えてご

ざいまして、12か月で36万円の予算を計上

しておるということでございます。 

  三つ目が地域公共交通運転士生活支援補

助金でございます。これについては、先ほ

ど家賃でございましたが、持家等の方を想

定しているような補助金を想定してござい

ます。これにつきましては月額２万円を限

度に２件ですので、12か月で１人当たり24

万円が２件で48万円ということで予算計上

をしてございます。 

  あと、防災の予算の委託の内容でござい

ますが、それにつきまして内容につきまし

ては、これはスマートシティ事業で活用し

ましたテレビプッシュのその後の活用を想

定してございます。委託料253万円、予算計

上しておりますが、内容といたしましては、

そのテレビプッシュのシステムの運用費で

ありますとか、保守あるいはメンテナンス

費用といたしまして220万円程度を見込んで

ございます。 

  あとですね、施設等に現在設置しておる

設備もございますので、そのモバイル回線

通信費が33万円を見込んでおります。合計

253万円の委託ということを想定してござい

ます。 

  私のほうからは以上でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  小森生活福祉部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

  それでは私のほうからは、第32号議案の

一般会計補正予算案の件でございます。 

  御指摘いただきました15ページの項３の

戸籍住民基本台帳費の件でございます。人

数は何人かという御質問ございました。こ

れは１名でございます。85万5,000円をお願

いするものでございます。 

  続きまして、16、17ページでございます

かね、16ページの商工費の消費生活相談員

に係る分の人数のお問合せでございました。

この消費生活相談員につきましては、ずっ

と欠員が続いておりまして、ようやく今年

度から１人配置することができております。 

  それに伴いまして、この相談員の方に研

修という形で負担金を3,000円、費用弁償、

旅費について６万3,000円を計上させていた

だいてます。配置人数は１名でございます。 

  以上でございます。 

○議長（永並 啓君） 
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  あと、町長は減額効果だけ、効果だけを。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  私からは、第30号議案の町長の手当、今

回の期末手当の減額の影響額でございます

が、見込んでおりますのは７万1,291円でご

ざいます。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  私のほうからですね、なぜ100分の225を

215にするのかというところからお答えさせ

ていただきます。私が就任をさせていただ

いた当時の公約の中ではですね、給与３割

カット、それから退職金についてはゼロに

させていただきますということで公約に掲

げさせていただいて、今就任させていただ

いております。 

  その中とはですね、切り離してなんです

けれども、期末手当がですね、私が就任し

たときに4.3であったということで、これは

夏と冬ということで2.15と、100分の215と

いうことになってございます。 

  今のところの私の考えとしては、これを

水準としていきたいと思っております、と

いうことで上げさせていただきました。 

  なぜ町長だけなのかということでござい

ますが、先ほど申し上げましたように、副

町長、それから教育長についてもですね、

給与についてはそれなりのですね、カット

をお願いして、していただいておりますけ

れども、それとは別のところの期末手当と

いうことで、副町長、教育長についてはで

すね、人勧の水準に準拠していこうという

ようなことで考えさせていただきました。 

  それから、12月はどうするのかというこ

とでございますので、今現在のですね、私

の思いで、この条例を上げさせていただき

ましたので、12月につきましてはですね、

またその時点でですね、いろんなですね、

社会情勢も含めて検討させていただけたら

と思ってございます。 

  以上でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  29号議案、分かるんじゃない、何年ぶり

かと、理由は、すぐ分からないですか。 

  以上ですけど。 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございます。 

  改定部分の話は、また総務建設ございま

すので、委員さんの方からしっかりと委員

での委員会のほうでお願いしたいと思いま

す。 

  町長から御丁寧に大変ありがとうござい

ました、答弁いただきましてありがとうご

ざいました。 

  公示送達の中でですね、先ほどお話聞い

たんですけれども、公示事項を町の事務所

に設置した電子計算機の映像面に表示した

云々なんですけど、ちょっと私のこんなも

んかなと思ってたのは、ディスプレイの大

きいやつをね、どっか庁内に置きはるんか

なという、それは違うんですね。その点だ

けお聞きしまして、質疑を終わりたいと思

います。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  公示送達の表示、方法の御質問だと思う

んですが、現在のところディスプレイを置

いてですね、表示するということは今検討

していないと思ってございます。 

  また、この委員会のほうですね、あれし

たらそういう形で御説明していきたいと、
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させていただけたらと思ってございます。 

  以上でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  秋元です。32号議案の補正予算の16ペー

ジの衛生費につきまして、予防費です。 

  これはシステム変更費用あるいはがん検

診とか、途切れ途切れには耳に入ってんで

すけど、全体的にどのような事業なのか、

まずお願いいたします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  小森生活福祉部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

  お答えをいたします。 

  先ほど御質問いただきました件でござい

ますけれども、今年度より子宮がん検診の

検診のほうが少し変わっておりまして、そ

の変更に伴うシステムの改修ということに

なってございます。 

  前年度まで実施してた内容から少し変わ

りまして、その内容をシステムに入力する

ためのシステムの改修でございます。 

  以上でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  もう一つ分からないですね、申し訳ない。

検診方法が変わって、出されたデータが今

まで三つだったのが今度五つにするとか、

そういうシステムの改修ですか。ちょっと

理解できないですね、住民にとってどうい

う面が前進したのかってことも、もう一つ

教えていただきたいということと、その下

の母子衛生かな、母子健康増進ですね、こ

れも同じくシステムだったと思いますけど

も、併せてお願いいたします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  小森生活福祉部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

  お答えをいたします。 

  まず一つ目の子宮がん検診の件でござい

ます。これ検診の内容が変わりまして、結

局検診機関から返ってくる内容が今までと

変わります、がらっと変わりますので、そ

れをデータに取り込むためのシステムの改

修ということになってございます。 

  もう１点は、母子衛生費の健康管理シス

テム改修の件でございます。これは今年度

当初予算にも上げさせていただきました、

５歳児健診を実施するため、そのデータを

管理するためのシステムの改修ということ

なってございます。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  下の母子衛生のことよく分かりました。

ただ、上のこの今の説明でいくと、この２

番の成人健康事業と予防接種推進事業、こ

こはどう違う、同じものですか。結局、上

がシステム改修で、下のほうが検診内容の

違いというふうな、そういう理解でいいの

かな、お願いします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  小森生活福祉部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

  お答えをいたします。 

  内容につきましては、先ほどもちょっと、

ちょっとずつお話しさせていただいてるん

ですけれども、まず、がん検診の部分であ

りますとか、この健康管理システムといい

ますのは、いわゆる健康増進課でやってい

るがん検診の事業でありますとか、皆さん
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お子さんから高齢の方まで接種していただ

いている予防接種の件でありますとか、先

ほども申し上げましたお子さんの健診のデ

ータとか、これを全て入力できるような管

理のシステムでございます。 

  それぞれ対象が違いますので、それぞれ

の対象のところの経費で支出するというこ

とになっております。 

  最後に、御質問いただきました予防接種

の件につきましては、これは今年度から、

これもお子様の予防接種につきまして、内

容が４種混合というものを打ってもらって

たんですが、これ５種混合に今年度から変

更になりますので、それに伴う結果を取り

込むためのこの健康カルテのシステムを改

修するということでございます。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  先ほどの永谷議員の質問に対する答弁が

あるそうなんで。 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  先ほどの29号議案の質疑の中で、外国語

指導助手の単価の改定時期、前回はですね、

平成24年度に改定してございます。あと、

改定理由でございますが、これはですね、

昨今の民間の平均給与や地方公務員の給与

等の動向を踏まえて、当該報酬を見直すこ

ととされてございます。 

  以上でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  永谷議員よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  それでは総括質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  第29号議案から第32号議案は、お手元に

配付いたしております付託表のとおり、各

常任委員会にそれぞれ付託の上審査するこ

とにいたしたいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  異議なしと認めます。よって、第29号議

案から第32号議案は、お手元に配付いたし

ております付託表のとおり、各常任委員会

にそれぞれ付託の上、審査することに決定

いたしました。 

  以上をもって、本日の日程は全部終了い

たしました。 

  本日はこれをもって散会いたします。次

回は６月12日午後１時より会議を開きます。 

  どうもお疲れさまでした。 

 

散会 午後２時50分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 

第29号議案 豊能町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例改 

      正の件 

第30号議案 豊能町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条 

      例改正の件 

第31号議案 豊能町税条例改正の件 

第32号議案 令和７年度豊能町一般会計補正予算（第１回）の件 
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  以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

令和  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員  11番 

 

        同    １番 

 


